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■
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

「
自
由
民
権
」を
ど
う
語
る
か

　
　「自
由
民
権
運
動
」と
は
何
か
？

　
　「自
由
民
権
思
想
」と
は
何
か
？

　
　「民
権
家
」と
は
誰
か
？

　こ
れ
ら
の
問
い
は
、長
き
に
わ
た
り
民
権
研
究
の
根
本

命
題
だ
っ
た
し
、自
由
民
権
記
念
館
・
町
田
市
立
自
由
民

権
資
料
館
に
と
っ
て
も
、永
遠
に
問
い
続
け
る
べ
き
課
題
だ

ろ
う
。

　民
権
研
究
は
、戦
後
歴
史
学
、特
に「
明
治
百
年
」以
降

の
日
本
近
代
史
研
究
に
お
い
て
、特
別
な
立
場
に
あ
っ
た
。

民
権
研
究
は
、明
治
維
新
を
賛
美
し
顕
彰
す
る「
明
治
百

年
」に
対
す
る
、日
本
近
代
史
研
究
者
や
歴
史
教
育
者
ら

の
異
議
・
批
判
の
象
徴
的
存
在
と
し
て
浮
上
し
た
の
で
あ

る
。「
自
由
民
権
百
年
」運
動
は
、そ
の
気
運
が
創
り
出
し

た
。結
果
、各
地
で
掘
り
起
こ
し
が
な
さ
れ
、多
様
な
魅
力

あ
る
運
動
と
そ
の
担
い
手
が
発
見
さ
れ
た
。両
館
と
も
に
、

そ
の
恩
恵
に
預
か
り
運
営
を
し
て
き
た
と
い
う
面
が
多
分

に
あ
る
だ
ろ
う
。

　一
方
、「
自
由
民
権
百
年
」時
点
で
、民
権
研
究
は
、民

衆
史
研
究
や
国
民
国
家
論
の
立
場
か
ら
痛
烈
な
批
判
が

加
え
ら
れ
た
し
、研
究
と
顕
彰
の
間
の
本
質
的
ズ
レ
も
た

び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
。そ
れ
は
、戦
後
歴
史
学（
な
か

で
も「
自
由
民
権
百
年
」に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
民
権
研

究
）の
姿
勢
へ
の
批
判
で
も
あ
る
。そ
し
て
、そ
の
克
服
が
何

度
も
提
唱
、模
索
さ
れ
、現
在
に
至
る
。ま
た
、政
治
史
や

憲
法
史
の
研
究
で
は
、政
府
内
の
立
憲
構
想
・
議
会
構
想

や
そ
の
実
現
に
向
け
た
模
索
に
関
す
る
成
果
も
出
さ
れ
、

立
憲
構
想
・
議
会
構
想
は
、民
権
運
動
の
専
売
特
許
と
の

イ
メ
ー
ジ
は
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　昨
年
の「
明
治
一
五
〇
年
」で
は
各
地
で
記
念
企
画
が

催
さ
れ
、両
館
と
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。「
自
由
民

権
百
年
」を
ど
う
評
価
し
、「
自
由
民
権
一
四
〇
年（
も
し

く
は
一
五
〇
年
）」を
ど
う
表
現
す
る
の
か
、が
両
館
に
課

せ
ら
れ
た
眼
前
に
横
た
わ
る
課
題
だ
ろ
う
。

　「
自
由
民
権
百
年
」運
動
の
成
果
と
し
て
誕
生
し
た
両

館
に
と
っ
て
、開
館
三
〇
年
を
節
目
に
、真
剣
に
こ
の
課
題

に
向
き
合
う
時
期
が
来
て
は
い
な
い
か
。そ
し
て
、刺
激
し

合
え
る
関
係
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
う
。

町
田
市
立
自
由
民
権
資
料
館
学
芸
員

　松
崎  

稔
 JIYU NO TOMOSHIBI

■市制130周年記念企画展 
「町並みと暮らし展
－地図と写真でたどる高知市－」

会場：２階特別展示室
※常設展観覧券が必要

開催中～2020（令和２）年４月５日（日）

◆「兆民忌」
集合場所：高知市筆山上り口（雨天中止）
筆山にある中江家の墓参り

12月13日（金）10:00～ 申込不要

◆「無天忌」
集合場所：高知市小高坂市民会館（雨天中止）
植木枝盛の命日に墓所の清掃と墓参り

１月23日（木）10:00～ 申込不要

申込不要

■博物館講座
講師：岡林登志郎氏
　　 （自由民権記念館友の会会長）
会場：１階研修室

２月16日（日）13:30～

◆第23回民権凧まつり
「土佐凧を揚げよう」
場所：鏡川北岸 トリム公園（雨天中止）

１月４日（土）14:00～ 申込不要

◆友の会第19回「県詞の日」記念講演会
「再考『土佐自由民権運動の特色』」
講師：松岡  僖一氏（前自由民権記念館館長）
会場：１階研修室

10月12日（土）13:30～16:00 申込不要

◆文化財施設の見学会
田中良助旧邸資料館の巻

現地集合　
少雨決行（大雨の場合は、友の会事務局に
お問い合わせください。）

９月28日（土）10:00～ 申込不要

■高知近代史研究会第100回研究会
　企画展「町並みと暮らし展
　－地図と写真でたどる高知市－」
　記念講演会
「高知市の産業と暮らし
　 －経済史の視点から」
講師：宇都宮  千穂氏（高知県立大学准教授）
会場：１階民権ホール

10月26日（土）15:00～17:00 申込不要

■第20回社会科自由研究作品展
会場：１階自由ギャラリー
市内小中学生の社会科に関する
研究作品を展示

１月22日（水）～２月24日（月・振休）

◆史跡めぐり＜本山町・土佐町編＞
案内人：宅間  一之氏（土佐史談会会長）
参加費：4,000円程度（バス代・保険代・
　　　  昼食代など）参加人数により変動
※参加申込みは友の会事務局まで
   （定員25名に達し次第締切り）

12月14日（土）9：00～17：00 要申込

◆第23回民権凧まつり
    「土佐凧を作ろう」
会場：１階自由ギャラリー

12月22日（日）13:30～ 要申込
●ワークショップ●ワークショップ
「万華鏡を作ろう！」

午前の部　10：00～12：00
午後の部　13：00～16：00
会場：１階研修室
定員：各回25人
参加費：400円（材料費込）
午前・午後ともに最後の１時間、子ども
対象の展示解説あり

10月13日（日）・27日（日）
11月４日（月・振休）
12月14日（土）
１月25日（土）
３月８日（日）・21日（土）

申込
不要

友の会よりお知らせ 会場使用料変更のお知らせ
「クリアファイル」に新柄が加わりました
　クリアファイルは、これまで２種類
の図柄（「板垣退助」「織田信福」
肖像写真）のみでしたが、この度
「植木枝盛」肖像写真が仲間入
り。さらに、高知県詞「自由は土佐
の山間より」とともに、板垣退助
等土佐の自由民権家たちがキャ
ラクター風に描かれたクリアファ
イルが加わりました。
　御来館の記念に、ぜひどうぞ。
価格は１枚300円（税込）

令和元年10月から消費税率が８％から10％となることに伴い、
自由民権記念館の会場使用料が下表のとおり変更になります。
（＊観覧料は変更ありません）
皆様の御理解・御協力をお願いいたします。

AM9：00～
AM12：00
PM1：00～
PM5：00 
PM6：00～
PM9：00 

全　　 日

6,740円

8,980円

6,740円

20,220円

3,870円

5,160円

3,870円

11,610円

2,850円

3,800円

2,850円

8,570円

10,260円

13,680円

10,260円

30,800円

3,950円

5,280円

3,950円

11,870円

33,070円
以内で
指定管理
者が定め
る額

研修室民  権
ホール

自由ギャラリー

全室
分割使用時

西室 東室

※入場料、会費等を徴収する場合の使用料は倍額となります。

アトリウム
庭 園
そ の 他
の 施 設時間

施設名

□ 「没後100年 板垣退助の志」記念講演会・
　　第98回高知近代史研究会報告
　 「立憲自由党の成立」
□ 企画展「町並みと暮らし展
　 －地図と写真でたどる高知市－」
□ 夏休み子ども歴史教室報告
□ 小学校教員向け研修講座

「土佐三十絵図」より「
日曜市」（当館蔵）

明治10年代の日曜市（『高知市史 中巻』より） 昭和30年代の日曜市（高知市産業政策課提供） 現在の日曜市（高知市産業政策課提供）
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　二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
六
月
一
五
日
に

開
催
し
ま
し
た
、
企
画
展
「
没
後
一
〇
〇
年

板
垣
退
助
の
志
」
記
念
講
演
会
・
第
九
八
回

高
知
近
代
史
研
究
会
報
告
の
講
演
要
旨
を
掲

載
し
ま
す
。

　
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
三
月
、
高
知

県
知
事
に
任
命
さ
れ
た
黒
田
清
隆
の
腹
心
・

時
任
為
基
は
、
着
任
後
、
潮
江
新
田
に
板
垣

退
助
を
訪
ね
た
。
こ
の
異
例
の
訪
問
を
き
っ

か
け
に
、
黒
田
総
理
大
臣
と
板
垣
の
間
に
パ

イ
プ
が
通
じ
る
こ
と
に
な
る
。
板
垣
は
黒
田

内
閣
に
責
任
内
閣
樹
立
の
可
能
性
を
見
、
期

待
を
寄
せ
た
。
一
方
、
元
勲
網
羅
内
閣
を
構

想
し
て
い
た
黒
田
も
、
時
任
を
通
じ
て
板
垣

に
入
閣
を
打
診
し
た
。
板
垣
は
断
り
、
む
し

ろ
大
同
団
結
運
動
の
総
帥
後
藤
象
二
郎
の
入

閣
を
勧
め
た
。

　
し
か
し
、一
八
八
九（
明
治
二
二
）年
三
月
、

後
藤
が
逓
信
大
臣
と
し
て
入
閣
す
る
と
、
大

同
団
結
運
動
は
大
分
裂
。
運
動
の
主
力
を

担
っ
て
い
た
自
由
主
義
者
の
間
で
も
、
河
野

広
中
ら
の
政
社
派
、
大
井
憲
太
郎
ら
の
非
政

社
派
の
対
立
が
先
鋭
化
し
、
政
社
派
は
大
同

倶
楽
部
、
非
政
社
派
は
大
同
協
和
会
を
組
織

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
一
一
月
、
板
垣

は
「
旧
政
友
に
贈
る
の
書
」
を
発
表
し
、「
明

治
一
七
年
の
解
党
は
有
形
の
団
体
を
解
散
し

た
に
過
ぎ
ず
、
自
由
主
義
に
基
づ
く
無
形
の

結
合
は
旧
に
異
な
ら
な
い
。
い
ま
や
厳
然
と

し
て
主
義
を
一
定
し
、
政
党
の
基
礎
を
固
め

る
時
で
あ
る
。
政
社
、
非
政
社
両
派
の
対
立

は
感
情
的
な
も
の
で
、
何
ら
主
義
上
の
問
題

で
は
な
い
。
相
争
い
、
相
決
す
る
と
こ
ろ
が

あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
一
堂
に
会
し
て

正
々
堂
々
の
論
議
を
つ
く
し
、
そ
の
後
に
離

合
去
就
を
定
め
よ
」
と
、
大
阪
で
開
く
旧
友

懇
親
会
へ
の
参
加
を
よ
び
か
け
た
。

　
一
二
月
一
九
日
、
旧
友
懇
親
会
は
四
百
余

名
を
集
め
て
桃
山
産
湯
楼
で
開
催
さ
れ
、
席

上
、
板
垣
は
愛
国
公
党
の
名
に
よ
る
自
由
主

義
者
の
再
結
集
策
を
提
起
し
た
。
し
か
し
、

翌
日
の
大
同
倶
楽
部
臨
時
総
会
は
あ
く
ま
で

も
大
同
倶
楽
部
の
名
称
を
維
持
す
る
こ
と
を

決
議
。
大
井
ら
も
自
由
党
の
再
興
を
め
ざ
す

こ
と
に
な
り
、
板
垣
の
調
停
は
失
敗
に
終
わ

る
。

　
一
八
九
〇（
明
治
二
三
）
年
一
月
二
日
、

板
垣
は
「
愛
国
公
党
論
」
を
発
表
し
、「
愛

国
公
党
は
自
由
主
義
各
派
の
合
同
を
は
か
る

た
め
の
も
の
で
、
一
党
に
ま
と
ま
れ
ば
党
名

に
固
執
し
な
い
」
と
強
調
。
ま
た
「
専
制
政

体
下
の
政
党
と
立
憲
政
体
下
の
政
党
は
異
な

る
。
立
憲
政
体
下
の
政
党
は
主
義
に
基
づ
い

て
綱
領
を
定
め
、
現
実
的
な
政
策
を
も
っ
て

国
会
の
議
事
に
臨
む
べ
き
だ
」
と
説
い
た
。

　
板
垣
が
旧
自
由
党
員
の
三
派
鼎
立
を
も
辞

せ
ず
、
あ
え
て
愛
国
公
党
結
成
に
乗
り
出
し

た
真
意
は
、「
一
個
人
と
一
個
人
の
行
違
い

な
ら
一
個
人
を
も
っ
て
仲
裁
す
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
政
党
と
政
党
と
を
仲
裁
す
る
に
は

ま
た
政
党
を
も
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」

（
関
西
同
志
懇
親
会
の
席
上
演
説
）
と
い
う

点
に
あ
っ
た
。「
軍
略
家
」
板
垣
の
面
目
躍

如
た
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
後
、
自
ら
関
西

地
方
を
中
心
に
精
力
的
な
遊
説
を
行
っ
て
勢

力
を
拡
大
す
る
一
方
、
表
で
は
調
和
青
年
同

盟
会
に
よ
る
三
党
合
同
運
動
、
中
島
信
行
・

竹
内
綱
・
加
藤
平
四
郎
に
よ
る
斡
旋
、
裏
で

は
西
山
志
澄
と
河
野
広
中
が
気
脈
を
通
じ
、

小
林
樟
雄
ら
が
再
興
自
由
党
内
部
へ
働
き
か

け
る
な
ど
、
三
派
合
同
の
た
め
様
々
な
手
が

打
た
れ
た
。
そ
し
て
、
五
月
一
四
日
、
三
派

の
合
同
談
判
委
員
の
協
議
が
整
い
、
庚
寅
倶

楽
部
の
結
成
を
み
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
当
時
、
九
州
連
合
同
志
会
が
改
進
党

も
含
め
た
進
歩
的
大
連
合
の
た
め
の
遊
説
員

を
東
京
に
送
り
込
み
、
徳
富
蘇
峰
が
「
国
民

之
友
」
誌
上
で
賛
成
論
を
書
き
、
各
党
派
が

賛
同
の
意
を
表
明
す
る
な
ど
、
実
現
へ
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
た
。
七
月
一
日
に
行
わ
れ

た
第
一
回
衆
議
院
議
員
選
挙
で
は
、
庚
寅
倶

楽
部
は
元
の
三
派
そ
れ
ぞ
れ
で
戦
い
、結
果
、

改
進
党
を
ふ
く
め
て
民
党
が
多
数
議
席
を
獲

得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
政
府
は
進
歩
的
政

党
の
大
連
合
に
恐
怖
し
、
七
月
二
五
日
「
集

会
及
政
社
法
」
を
公
布
。
政
社
の
連
結
通
信

を
禁
止
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
禍
は
転
じ
て

福
と
な
り
、
各
党
各
派
が
次
々
解
散
、
一
気

に
一
大
政
党
結
成
へ
向
か
う
こ
と
に
な
る
。

八
月
二
三
日
、
庚
寅
倶
楽
部
、
九
州
同
志
会

は
新
政
党
の
主
義
を
「
自
由
主
義
」
に
す
る

こ
と
を
決
定
。
改
進
党
は
反
発
し
て
離
脱
し

た
が
、
九
月
一
五
日
、
自
由
主
義
政
党
と
し

て
立
憲
自
由
党
が
成
立
す
る
。
翌
年
、
立
憲

自
由
党
は
「
立
憲
」
の
文
字
を
除
い
て
「
自

由
党
」
と
改
称
し
、
組
織
を
改
編
し
て
総
理

に
板
垣
を
選
ん
だ
。

　
徳
富
蘇
峰
に
言
わ
せ
る
と
、
わ
が
国
政
治

家
の
多
く
は
「
順
風
に
帆
を
上
げ
、
逆
風
に

帆
を
捲
く
政
治
家
」
ば
か
り
で
、「
一
の
羅

針
盤
を
持
て
逆
風
に
関
せ
ず
順
風
に
関
せ

ず
、
一
定
の
目
的
に
向
て
蒸
気
力
に
鞭
ち
て

突
進
せ
ん
と
す
る
も
の
は
板
垣
伯
を
除
い

て
」
殆
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
苦
心
惨
憺
の
末

に
自
由
主
義
陣
営
を
ま
と
め
上
げ
た
板
垣

は
、
こ
の
後
、
院
外
に
あ
っ
て
自
由
党
を
指

揮
し
、
日
本
に
政
党
と
い
う
も
の
を
定
着
さ

せ
る
た
め
、
さ
ら
に
苦
闘
を
続
け
る
こ
と
に

な
る
。

も
つ

む
か
つ

む
ち
う

資
料
紹
介

◆
坂
本
龍
馬
銅
像
建
設
関
係

　写
真
ア
ル
バ
ム

　
戦
前
よ
り
社
会
運
動
家
と
し
て
活
躍
し
、戦
後

に
は
県
政
顧
問
を
務
め
た
入
交
好
保（
一
九
〇
六

〜
一
九
九
六
）は
、 

後
に
、大
学
教
育
の「
退
屈
」か

ら
生
ま
れ
た
も
の
の
一
つ
が
校
友
会
で
の
演
劇
運

動
で
あ
り
、二
つ
め
は
坂
本
龍
馬
銅
像
建
設
運
動
で

あ
る
と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、龍
馬
像
建
設
の
発
案

者
で
あ
り
、建
設
運
動
の
中
心
人
物
で
も
あ
っ
た
。

　
入
交
の
所
蔵
資
料
は
、二
〇
〇
一（
平
成
一
三
）

年
六
月
、当
館
に
寄
贈（『
紀
要
第
一
一
号
』参
照
）

さ
れ
て
い
る
が
、こ
の
ア
ル
バ
ム
は
、坂
本
龍
馬
銅
像

建
設
の
さ
ま
ざ
ま
な
過
程
を
記
録
し
た
貴
重
資
料

で
あ
る
。当
時
と
し
て
は
日
本
一
の
大
き
さ
と
な
る

銅
像
で
あ
っ
た
た
め
、原
型
を
三
つ
に
分
割
し
、品

川
か
ら
神
戸
ま
で
貨
車
で
輸
送
し
、神
戸
港
か
ら

桂
浜
ま
で
船
で
運
ん
だ
の
で
あ
る
が
、ア
ル
バ
ム
に

は
、募
金
に
参
加
し
た
海
南
中
学
校
生
徒
た
ち
と

の
集
合
写
真
、艀
で
銅
像
の
到
着
を
待
つ
人
々
、銅

像
を
船
か
ら
運
び
出
す
建
設
関
係
者
、地
鎮
祭
や

除
幕
式
の
様
子
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、建
設
ま

で
の
苦
労
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
の
他
、銅
像
建
設
関
係
資
料
で
は
、坂
本
龍
馬

銅
像
建
設
趣
意
書（
大
野
武
夫
起
草
）、高
知
県
連

合
青
年
団
団
報
な
ど
の
原
資
料
が
あ
り
、さ
ら
に

銅
像
建
設
運
動
を
側
面
的
に
支
援
し
た
野
村
茂

久
馬（
銅
像
建
設
会
長
）の
書
簡
二
四
通（
昭
和

一
〇
年
〜
昭
和
三
六
年
）を
は
じ
め
、元
南
満
州
鉄

道
株
式
会
社
総
裁
・
國
沢
新
兵
衛
、侠
客
・
鬼
頭
良

之
介
な
ど
の
書
簡
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　
銅
像
建
設
運
動
は
、入
交
が
、土
居
潔
充
ら
と

と
も
に
発
起
し
、県
下
の
青
年
た
ち
に
新
聞
で
呼

び
か
け
を
行
い
、一
九
二
六（
大
正
一
五
）年
八
月

七
日
、「
坂
本
龍
馬
先
生
銅
像
建
設
会
」を
結
成
し

た
こ
と
に
始
ま
る
。建
設
運
動
の
主
体
で
あ
る「
高

知
県
青
年
」（
名
目
上
は
高
知
県
連
合
青
年
団
）

は
、県
下
各
地
を
ま
わ
っ
て
募
金
活
動
を
行
い
、最

終
的
な
募
金
総
額
は
、二
四
，九
四
六
円
九
三
銭
に

の
ぼって
い
る
。

　
本
山
白
雲
製
作
と
な
る
銅
像
の
除
幕
式
は
、一

九
二
八（
昭
和
三
）年
五
月
二
七
日
の
海
軍
記
念
日

に
、軍
艦
浜
風
乗
組
員
や
朝
倉
歩
兵
第
四
四
連
隊

も
参
加
す
る
な
か
挙
行
さ
れ
た
。田
中
義
一
内
閣

総
理
大
臣
を
は
じ
め
、多
く
の
祝
辞
が
寄
せ
ら
れ

た
が
、な
か
で
も
田
中
光
顕
に
よ
る「
門
下
の
一
人

た
り
し
光
顕
欣
喜
の
情
は
果
し
て
何
を
以
て
か
之

を
譬
へ
ん
。感
涙
の
滂
沱
た
る
を
覚
ゆ
る
の
み…

」と

の
祝
辞
は
、特
に
参
加
者
の
感
涙
を
誘
っ
た
と
い
う
。

　
な
お
入
交
は
、自
筆
の「
銅
像
建
設
日
誌
」の
最

後
に
、「
日
本
改
造
の
為
に
一
命
を
す
て
た
龍
馬
は

遂
に
永
遠
に
生
き
た
。思
想
は
永
遠
の
流
れ
で
あ

る
。敢
て
龍
馬
の
思
想
を
と
は
な
い
。」と
当
時
の
心

境
を
力
強
く
記
し
て
い
る
。

民
権
家
人
物
録北村　浩

（1865～1942）

きたむら　　ひろし

北
村 

浩

　
元
治
二
年
一
月
五
日（
一
八
六
五
年

一
月
三
一
日
）、香
美
郡
立
田
村
永
田

（
現
南
国
市
）で
香
美
郡
民
権
派
の
重

鎮
と
し
て
知
ら
れ
る
北
村
守
之
助
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。

　
一
八
八
〇（
明
治
一
三
）年
、従
姉
の

大
谷
喜
代
衛
と
結
婚
。翌
年
に
は
上
京

し
て
慶
應
義
塾
で
学
ぶ
。帰
県
後
の
一

八
八
三（
明
治
一
六
）年
に
は
、小
学
校

教
員
の
か
た
わ
ら
、佐
竹
右
虎
や
山
本

忠
秀
ら
と
と
も
に
民
権
結
社「
公
友

社
」を
立
田
村
に
組
織
し
、自
由
民
権

運
動
に
参
加
し
た
。一
八
八
七（
明
治

二
〇
）年
の
三
大
事
件
建
白
運
動
で
は
、

「
一
宮
村
組
合
戸
長
在
職
大
名
誉
表

彰
会
」発
起
人
と
な
り
、妻
の
喜
代
衛

と
と
も
に
教
員
免
許
状
効
力
停
止
処

分（
一
八
八
八（
明
治
二
一
）年
一
〇

月
解
除
）を
受
け
た
。ま
た
、一
八
九
〇

（
明
治
二
三
）年
の
第
一
回
総
選
挙
で

は
、植
木
枝
盛
に
随
伴
し
て
各
地
で
遊

説
活
動
を
行
い
、民
権
派
の
勝
利
に
貢

献
し
た
。

　
な
お
、妻
の
喜
代
衛
は
、植
木
枝
盛

の
薫
陶
を
受
け
た
進
歩
的
女
性
の
一

人
で
あ
っ
た
。一
八
八
九（
明
治
二
二
）

年
五
月
に
は
高
知
県
婦
人
会
の
創
立

大
会
で
山
崎
竹
ら
と
と
も
に
演
説
を

行
う
な
ど
、女
性
の
権
利
拡
張
の
た

め
の
活
動
に
努
め
、小
学
校
の
教
員
と

し
て
も
活
躍
し
て
い
た
が
、一
八
九
四

（
明
治
二
七
）年
に
三
一
歳
の
若
さ
で

死
去
し
て
い
る
。

　
他
方
、北
村
は
、慈
善
事
業
に
も
深

く
関
係
し
て
お
り
、一
九
〇
九（
明
治

四
二
）年
、高
知
育
児
会
と
土
佐
慈
善

協
会
と
の
合
併
に
よ
り
高
知
慈
善
協

会
が
誕
生
し
た
時
に
は
理
事
と
な
り
、

一
九
一
一（
明
治
四
四
）年
に
は
副
会

頭
に
就
任
す
る
な
ど
、大
幅
な
体
制
変

革
期
を
向
か
え
た
同
協
会
を
支
え
た
。

ま
た
、高
知
博
愛
園（
高
知
慈
善
協
会

育
児
部
を
改
称
）の
園
母
と
し
て
二
，〇

〇
〇
名
以
上
の
孤
児
を
養
育
し
た
岡

上
菊
榮
を
直
接
ス
カ
ウ
ト
し
た
の
も
他

な
ら
ぬ
北
村
で
あ
り
、そ
の
慧
眼
に
は

確
か
な
も
の
が
あ
っ
た
。

　
晩
年
は
、田
村
立
田
村
信
用
組
合
創

立
に
尽
力
す
る
な
ど
、地
域
の
産
業
振

興
や
教
育
振
興
に
貢
献
し
、一
九
四

二（
昭
和
一
七
）年
四
月
五
日
、七
八

歳
で
死
去
し
た
。

「
没
後
一
〇
〇
年

　板
垣
退
助
の
志
」記
念
講
演
会

第
九
八
回
高
知
近
代
史
研
究
会
報
告

立
憲
自
由
党
の
成
立

立
憲
自
由
党
の
成
立

公
文  

豪（
土
佐
史
談
会
副
会
長
）

浦戸丸から艀に積みかえ
桂浜に向かう木箱入り銅像
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高
知
市
制
一
三
〇
周
年
記
念

　高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
企
画
展

「
町
並
み
と
暮
ら
し
展

   ―

地
図
と
写
真
で
た
ど
る
高
知
市―

」の
御
案
内

◆
期
間
：
開
催
中 

〜 

二
〇
二
〇（
令
和
二
）年
四
月
五
日（
日
）

◆
会
場
：
二
階

　特
別
展
示
室

　

※

常
設
展
観
覧
券
が
必
要

「高知市の産業と暮らし  　＿経済史の視点から」
講　師●宇都宮 千穂氏（高知県立大学准教授）
日　時●令和元年10月26日（土）午後３時～５時
会　場●１階　民権ホール
参加費●無料

　
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
、
自
由
民
権
運

動
の
高
ま
り
の
中
、
市
制
・
町
村
制
に
よ
っ
て

誕
生
し
た
高
知
市
は
、
今
年
で
一
三
〇
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
記
念
し
て
開
催
し

て
い
る
本
展
は
、
高
知
市
の
こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ

み
を
、
町
並
み
と
暮
ら
し
の
移
り
変
わ
り
に
注

目
し
な
が
ら
振
り
返
る
も
の
で
す
。

　
市
制
施
行
時
よ
り
、
上
水
道
の
新
設
な
ど
近

代
都
市
の
条
件
を
整
え
は
じ
め
た
高
知
市
で
す

が
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
の
高
知
大
空

襲
に
よ
り
、
市
街
地
の
約
四
八
％
を
焼
失
す
る

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
翌

年
に
は
昭
和

の
南
海
大
地

震
が
高
知
市

を
襲
い
、人
々

の
暮
ら
し
は

も
ち
ろ
ん
、

市
民
に
親
し

ま
れ
て
い
た

町
並
み
は
一

変
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ

の
後
の
懸
命

な
復
興
作
業

と
、
新
生
高
知
市
を
目
指
し
た
都
市
計
画
に
よ

り
、
現
在
の
高
知
市
へ
と
急
速
に
発
展
し
て
い

き
ま
す
。

　
本
展
で
は
、
戦
前
の
高
知
市
の
町
並
み
や
、

空
襲
直
後
の
市
街
地
、
復
興
が
進
む
様
子
な
ど
、

そ
の
時
々
の
町
並
み
と
暮
ら
し
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
る
地
図
や
写
真
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
高
知
城
や
は
り
ま
や
橋
、
日
曜
市

の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
、
明
治
・
大
正
期
か
ら

現
在
ま
で
の
変
化
を
見
比
べ
る
こ
と
が
で
き
る

「
高
知
市
い
ま
む
か
し
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
当
館
と
し
て
外
せ
な
い
の
が
、
当

館
設
立
の
き
っ
か
け
で
あ
る
市
制
一
〇
〇
周
年

記
念
事
業
で
す
。「
市
制
一
〇
〇
周
年
を
振
り

返
る
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一
九
八
九
（
平
成
元
）

年
、
市
民
が
中
心
と
な
っ

て
、
大
規
模
な
市
民
パ

レ
ー
ド
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

な
ど
、
様
々
に
展
開
さ
れ

た
事
業
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
高
知
市
は
、
岡
本
太

郎
氏
に
市
制
一
〇
〇
周
年

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
「
自
由

な
私
」
を
制
作
し
て
い
た

だ
き
、
そ
の
「
自
由
な
私
」
の
ポ

ス
タ
ー
や
法
被
な
ど
も
展
示
し
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
展
示
期
間
を
前
・
中
・

後
期
に
分
け
て
、
高
知
市
の
昭
和

初
期
の
風
景
が
描
か
れ
た
版
画
「
土

佐
三
十
絵
図
」（
坂
本
義
信
画
）
を

五
点
ず
つ
展
示
し
て
い
ま
す
。
懐

か
し
い
風
景
を
、
当
時
の
雰
囲
気

を
ま
と
っ
た
版

画
で
ぜ
ひ
御
覧

く
だ
さ
い
。

岡本太郎画「自由な私」（当館蔵）

「土佐三十絵図」より「はりまや橋」（当館蔵）

「高知空襲記録写真」より「はりまや橋」（当館蔵）

「鳥瞰式高知市街立体図」（当館蔵）

記念講演会

   

館
長
に
よ
る
講
義

 

　
土
佐
の
自
由
民
権
運
動
に
つ
い
て
、
運
動
の

中
で
生
ま
れ
た
名
文
句
を
通
し
て
、
そ
の
歴
史

を
振
り
返
り
ま
し
た
。

   『
板
垣
退
助
ブ
ッ
ク
』を
使
っ
た

   

授
業
提
案

 

　
当
館
が
作
成
し
た
学
習
用
教
材
『
板
垣
退
助

ブ
ッ
ク
〜
言
論
で
国
を
動
か
そ
う
と
し
た
男

〜
』（
以
下
「
ブ
ッ
ク
」）
を
使
っ
た
授
業
提
案

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ブ
ッ
ク
は
、
郷
土
の
先
人
で
あ
り
、
令

和
二
年
度
よ
り
全
面
施
行
さ
れ
る
新
し
い
小
学

校
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
取

り
上
げ
る
べ
き
人
物
の
一
人
と
さ
れ
て
い
る

「
板
垣
退
助
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
学
習
用
教
材

で
、
平
成
三
〇
年
度
に
作
成
し
、
高
知
市
内
の

小
学
六
年
生
全
員
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
ブ
ッ
ク
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
高
知
市
教
育

研
究
会
社
会（
小
）部
会
か
ら
、三
人
の
会
員（
教

員
）
に
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
教
員
の
視
点
に

よ
る
編
集
を
行
う
と
と
も
に
、
実
際
に
学
校
現

場
で
使
わ
れ
て
い
る
教
科
書
に
対
応
し
た
内
容

と
す
る
こ
と
で
、
可
能
な
限
り
学
校
現
場
で
の

使
い
勝
手
を
向
上
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

今
回
の
講
座
で
、
教
員
の
皆
さ
ん
に
直
接
ブ
ッ

ク
を
使
っ
た
授
業
提
案
を
行
う
こ
と
で
、
ブ
ッ

ク
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
ま

し
た
。

　
本
講
座
で
は
、
ま
ず
、
当
館
が
実
施
し
て
い

る
学
校
教
育
連
携
事
業
が
、
学
習
指
導
要
領
上

の
ど
う
い
っ
た
項
目
に
対
応
し
て
い
る
の
か
を

説
明
し
た
後
、
ブ
ッ
ク
の
特
徴
や
構
成
、
教
科

書
と
の
対
応
の
仕
組
み
等
に
つ
い
て
解
説
を
行

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ブ
ッ
ク
を
使
っ
た
学
習

指
導
案
と
プ
リ
ン
ト
案
を
提
示
し
て
、
実
際
に

ど
う
い
っ
た
授
業
の
仕
方
が
あ
る
の
か
を
具
体

的
に
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
講
座
終
了
後
に
は
、
学
習
指
導
案
の

内
容
や
児
童
へ
の
発
問
の
仕
方
な
ど
、
学
校
現

場
で
実
践
さ
れ
て
い
る
教
員
な
ら
で
は
の
貴
重

な
御
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
作
成
し
た
学
習
指
導
案
や
プ
リ
ン
ト
案

等
は
、
教
員
の
皆
さ
ん
の
御
意
見
も
い
た
だ
き

な
が
ら
、
今
後
も
改
良
を
続
け
て
、
ブ
ッ
ク
と

と
も
に
学
校
現
場
へ
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
自
由
民
権
記
念
館
で
は
、
学
校
と
の
教

育
連
携
事
業
と
し
て
「
小
学
校
教
員
向
け

研
修
講
座
」
以
外
に
も
次
の
よ
う
な
学
習

支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

   

◆
出
前
授
業

 

　
館
長
や
学
芸
員
が
学
校
に
伺
い
ま
す
。

ブ
ッ
ク
や
「
自
由
民
権
っ
て
何
？
」
等
、

当
館
作
成
の
学
習
用
教
材
の
使
用
に
限
ら

ず
、「
自
由
民
権
運
動
」
や
「
板
垣
退
助
」

と
い
っ
た
御
希
望
の
テ
ー
マ
に
応
じ
た
設

定
が
可
能
で
す
。

   

◆
社
会
科
見
学
等
へ
の
対
応

 

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
た
常
設
展
示
解

説
や
民
権
ホ
ー
ル
で
の
映
像
資
料
観
覧
等

で
自
由
民
権
運
動
の
歴
史
を
分
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。
高
校
生
以
下
の
観
覧
料

は
無
料
で
す
（
随
行
の
教
職
員
も
含
む
）。

 

　
ぜ
ひ
、
御
活
用
く
だ
さ
い
。

小
学
校
教
員
向
け
研
修
講
座

令
和
元
年
度

　八
月
二
二
日（
木
）、「
小
学
校
教
員
向
け

研
修
講
座
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　こ
の
講
座
は
、学
校
教
育
連
携
事
業
の
一

環
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。学
校
教
員

を
対
象
に
、自
由
民
権
運
動
に
つ
い
て
学
ん

で
い
た
だ
き
、当
館
を
授
業
や
校
外
活
動
な

  「
自
由
民
権
っ
て
何
？
」

    

映
像
視
聴

　
当
館
の
民
権
座
で
上
映
し
て
い
る
映
像
コ
ン

テ
ン
ツ
三
本
は
、
平
成
二
九
年
度
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
中
の「
自
由
民
権
っ

て
何
？
」
を
視
聴
し
ま
し
た
。
こ
の
映
像
は
、

小
学
生
高
学
年
向
け
に
作
成
し
た
も
の
で
、
小

学
校
の
団
体
観
覧
の
際
に
は
初
め
に
見
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

   

常
設
展
示
の
解
説

 

　
自
由
民
権
運
動
の
歩
み
を
土
佐
の
運
動
を
中

心
に
時
間
の
流
れ
に
沿
っ
て
紹
介
し
、
小
学
校

の
団
体
観
覧
の
際
に
使
用
し
て
い
る
「
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
」
を
使
っ
た
解
説
を
行
い
ま
し
た
。

ど
で
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
少
人
数
に
よ
り
実

施
す
る
こ
と
で
、密
度
の
濃
い
講
座
と
な
り

ま
し
た
。

　研
修
講
座
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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高
知
市
制
一
三
〇
周
年
記
念

　高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
企
画
展

「
町
並
み
と
暮
ら
し
展

   ―
地
図
と
写
真
で
た
ど
る
高
知
市―

」の
御
案
内

◆
期
間
：
開
催
中 
〜 

二
〇
二
〇（
令
和
二
）年
四
月
五
日（
日
）

◆
会
場
：
二
階

　特
別
展
示
室

　

※

常
設
展
観
覧
券
が
必
要

「高知市の産業と暮らし  　＿経済史の視点から」
講　師●宇都宮 千穂氏（高知県立大学准教授）
日　時●令和元年10月26日（土）午後３時～５時
会　場●１階　民権ホール
参加費●無料

　
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
、
自
由
民
権
運

動
の
高
ま
り
の
中
、
市
制
・
町
村
制
に
よ
っ
て

誕
生
し
た
高
知
市
は
、
今
年
で
一
三
〇
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
記
念
し
て
開
催
し

て
い
る
本
展
は
、
高
知
市
の
こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ

み
を
、
町
並
み
と
暮
ら
し
の
移
り
変
わ
り
に
注

目
し
な
が
ら
振
り
返
る
も
の
で
す
。

　
市
制
施
行
時
よ
り
、
上
水
道
の
新
設
な
ど
近

代
都
市
の
条
件
を
整
え
は
じ
め
た
高
知
市
で
す

が
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
の
高
知
大
空

襲
に
よ
り
、
市
街
地
の
約
四
八
％
を
焼
失
す
る

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
翌

年
に
は
昭
和

の
南
海
大
地

震
が
高
知
市

を
襲
い
、人
々

の
暮
ら
し
は

も
ち
ろ
ん
、

市
民
に
親
し

ま
れ
て
い
た

町
並
み
は
一

変
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ

の
後
の
懸
命

な
復
興
作
業

と
、
新
生
高
知
市
を
目
指
し
た
都
市
計
画
に
よ

り
、
現
在
の
高
知
市
へ
と
急
速
に
発
展
し
て
い

き
ま
す
。

　
本
展
で
は
、
戦
前
の
高
知
市
の
町
並
み
や
、

空
襲
直
後
の
市
街
地
、
復
興
が
進
む
様
子
な
ど
、

そ
の
時
々
の
町
並
み
と
暮
ら
し
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
る
地
図
や
写
真
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
高
知
城
や
は
り
ま
や
橋
、
日
曜
市

の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
、
明
治
・
大
正
期
か
ら

現
在
ま
で
の
変
化
を
見
比
べ
る
こ
と
が
で
き
る

「
高
知
市
い
ま
む
か
し
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
当
館
と
し
て
外
せ
な
い
の
が
、
当

館
設
立
の
き
っ
か
け
で
あ
る
市
制
一
〇
〇
周
年

記
念
事
業
で
す
。「
市
制
一
〇
〇
周
年
を
振
り

返
る
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一
九
八
九
（
平
成
元
）

年
、
市
民
が
中
心
と
な
っ

て
、
大
規
模
な
市
民
パ

レ
ー
ド
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

な
ど
、
様
々
に
展
開
さ
れ

た
事
業
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
高
知
市
は
、
岡
本
太

郎
氏
に
市
制
一
〇
〇
周
年

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
「
自
由

な
私
」
を
制
作
し
て
い
た

だ
き
、
そ
の
「
自
由
な
私
」
の
ポ

ス
タ
ー
や
法
被
な
ど
も
展
示
し
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
展
示
期
間
を
前
・
中
・

後
期
に
分
け
て
、
高
知
市
の
昭
和

初
期
の
風
景
が
描
か
れ
た
版
画
「
土

佐
三
十
絵
図
」（
坂
本
義
信
画
）
を

五
点
ず
つ
展
示
し
て
い
ま
す
。
懐

か
し
い
風
景
を
、
当
時
の
雰
囲
気

を
ま
と
っ
た
版

画
で
ぜ
ひ
御
覧

く
だ
さ
い
。

岡本太郎画「自由な私」（当館蔵）

「土佐三十絵図」より「はりまや橋」（当館蔵）

「高知空襲記録写真」より「はりまや橋」（当館蔵）

「鳥瞰式高知市街立体図」（当館蔵）

記念講演会

   

館
長
に
よ
る
講
義

 

　
土
佐
の
自
由
民
権
運
動
に
つ
い
て
、
運
動
の

中
で
生
ま
れ
た
名
文
句
を
通
し
て
、
そ
の
歴
史

を
振
り
返
り
ま
し
た
。

   『
板
垣
退
助
ブ
ッ
ク
』を
使
っ
た

   

授
業
提
案

 

　
当
館
が
作
成
し
た
学
習
用
教
材
『
板
垣
退
助

ブ
ッ
ク
〜
言
論
で
国
を
動
か
そ
う
と
し
た
男

〜
』（
以
下
「
ブ
ッ
ク
」）
を
使
っ
た
授
業
提
案

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ブ
ッ
ク
は
、
郷
土
の
先
人
で
あ
り
、
令

和
二
年
度
よ
り
全
面
施
行
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れ
る
新
し
い
小
学

校
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
取

り
上
げ
る
べ
き
人
物
の
一
人
と
さ
れ
て
い
る

「
板
垣
退
助
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
学
習
用
教
材

で
、
平
成
三
〇
年
度
に
作
成
し
、
高
知
市
内
の

小
学
六
年
生
全
員
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
ブ
ッ
ク
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に
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た
っ
て
は
、
高
知
市
教
育

研
究
会
社
会（
小
）部
会
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ら
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の
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員（
教
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）
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協
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を
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だ
き
、
教
員
の
視
点
に

よ
る
編
集
を
行
う
と
と
も
に
、
実
際
に
学
校
現

場
で
使
わ
れ
て
い
る
教
科
書
に
対
応
し
た
内
容

と
す
る
こ
と
で
、
可
能
な
限
り
学
校
現
場
で
の

使
い
勝
手
を
向
上
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

今
回
の
講
座
で
、
教
員
の
皆
さ
ん
に
直
接
ブ
ッ

ク
を
使
っ
た
授
業
提
案
を
行
う
こ
と
で
、
ブ
ッ

ク
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
ま

し
た
。

　
本
講
座
で
は
、
ま
ず
、
当
館
が
実
施
し
て
い

る
学
校
教
育
連
携
事
業
が
、
学
習
指
導
要
領
上

の
ど
う
い
っ
た
項
目
に
対
応
し
て
い
る
の
か
を

説
明
し
た
後
、
ブ
ッ
ク
の
特
徴
や
構
成
、
教
科

書
と
の
対
応
の
仕
組
み
等
に
つ
い
て
解
説
を
行

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ブ
ッ
ク
を
使
っ
た
学
習

指
導
案
と
プ
リ
ン
ト
案
を
提
示
し
て
、
実
際
に

ど
う
い
っ
た
授
業
の
仕
方
が
あ
る
の
か
を
具
体

的
に
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
講
座
終
了
後
に
は
、
学
習
指
導
案
の

内
容
や
児
童
へ
の
発
問
の
仕
方
な
ど
、
学
校
現

場
で
実
践
さ
れ
て
い
る
教
員
な
ら
で
は
の
貴
重

な
御
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
作
成
し
た
学
習
指
導
案
や
プ
リ
ン
ト
案

等
は
、
教
員
の
皆
さ
ん
の
御
意
見
も
い
た
だ
き

な
が
ら
、
今
後
も
改
良
を
続
け
て
、
ブ
ッ
ク
と

と
も
に
学
校
現
場
へ
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
自
由
民
権
記
念
館
で
は
、
学
校
と
の
教

育
連
携
事
業
と
し
て
「
小
学
校
教
員
向
け

研
修
講
座
」
以
外
に
も
次
の
よ
う
な
学
習

支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

   

◆
出
前
授
業

 

　
館
長
や
学
芸
員
が
学
校
に
伺
い
ま
す
。

ブ
ッ
ク
や
「
自
由
民
権
っ
て
何
？
」
等
、

当
館
作
成
の
学
習
用
教
材
の
使
用
に
限
ら

ず
、「
自
由
民
権
運
動
」
や
「
板
垣
退
助
」

と
い
っ
た
御
希
望
の
テ
ー
マ
に
応
じ
た
設

定
が
可
能
で
す
。

   

◆
社
会
科
見
学
等
へ
の
対
応

 

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
た
常
設
展
示
解

説
や
民
権
ホ
ー
ル
で
の
映
像
資
料
観
覧
等

で
自
由
民
権
運
動
の
歴
史
を
分
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。
高
校
生
以
下
の
観
覧
料

は
無
料
で
す
（
随
行
の
教
職
員
も
含
む
）。

 

　
ぜ
ひ
、
御
活
用
く
だ
さ
い
。

小
学
校
教
員
向
け
研
修
講
座

令
和
元
年
度

　八
月
二
二
日（
木
）、「
小
学
校
教
員
向
け

研
修
講
座
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　こ
の
講
座
は
、学
校
教
育
連
携
事
業
の
一

環
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。学
校
教
員

を
対
象
に
、自
由
民
権
運
動
に
つ
い
て
学
ん

で
い
た
だ
き
、当
館
を
授
業
や
校
外
活
動
な

  「
自
由
民
権
っ
て
何
？
」

    

映
像
視
聴

　
当
館
の
民
権
座
で
上
映
し
て
い
る
映
像
コ
ン

テ
ン
ツ
三
本
は
、
平
成
二
九
年
度
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
中
の「
自
由
民
権
っ

て
何
？
」
を
視
聴
し
ま
し
た
。
こ
の
映
像
は
、

小
学
生
高
学
年
向
け
に
作
成
し
た
も
の
で
、
小

学
校
の
団
体
観
覧
の
際
に
は
初
め
に
見
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

   

常
設
展
示
の
解
説

 

　
自
由
民
権
運
動
の
歩
み
を
土
佐
の
運
動
を
中

心
に
時
間
の
流
れ
に
沿
っ
て
紹
介
し
、
小
学
校

の
団
体
観
覧
の
際
に
使
用
し
て
い
る
「
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
」
を
使
っ
た
解
説
を
行
い
ま
し
た
。

ど
で
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
少
人
数
に
よ
り
実

施
す
る
こ
と
で
、密
度
の
濃
い
講
座
と
な
り

ま
し
た
。

　研
修
講
座
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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令和
元年度　

七
月
二
四
日（
水
）、今
年
で
二
三
回
目
と
な
る

恒
例
の「
夏
休
み
子
ど
も
歴
史
教
室
」を
高
知
市

教
育
研
究
会
社
会
科
部
会
と
の
共
催
に
よ
り
、自

由
民
権
記
念
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、自
由
民
権
運
動
や
郷
土
の
歴
史

を
常
設
展
示
室
の
観
覧
や
ク
イ
ズ
、歌
、劇
な
ど

で
楽
し
く
学
び
、知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
始

め
た
も
の
で
す
。当
日
は
、高
知
市
内
の
小
学
三

年
生
か
ら
中
学
二
年
生
ま
で
の
八
〇
名
が
参
加

し
、大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
運
営
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
高
知
市
教

育
研
究
会
社
会
科
部
会
の
先
生
方
、「
高
知
県
民

謡
協
会
」及
び
劇
団「
笛
の
会
」の
皆
さ
ん
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　夏
休
み
に
入
っ
て
す
ぐ
の
こ
の
日
、
午
前
九

時
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。
朝
早
く
か
ら

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
元
気
な
声
が
飛
び
交

い
、
日
頃
は
静
か
な
記
念
館
も
こ
の
日
ば
か
り

は
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　受
付
を
済
ま
せ
て
民
権
ホ
ー
ル
に
入
る
と
、

班
別
の
座
席
に
座
り
開
会
式
を
待
ち
ま
す
。

館
長
か
ら
の
挨
拶
な
ど
の
開
会
式
の
後
、
当

館
製
作
の
映
像
資
料
「
自
由
民
権
っ
て
何
？
」

を
鑑
賞
し
、
先
生
か
ら
の
説
明
を
し
っ
か
り

聞
い
た
ら
、
い
よ
い
よ
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
の
始

ま
り
で
す
。

　一
〇
班
に
分
か
れ
て
二
班
ず
つ
、
五
つ
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
ま
わ
り
ま
す
。
各

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
の
課
題
を
ク
リ
ア
す
る

と
、
ラ
リ
ー
マ
ッ
プ
に
植
木
枝
盛
な
ど
の
民
権

家
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、

五
種
類
の
民
権
家
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
ら
、
ラ

リ
ー
終
了
で
す
。
各
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　　第
一
展
示
室
を
ま
わ
り
な
が
ら
ク
イ
ズ
に
答

え
ま
す
。
正
面
柱
に
書
い
て
あ
る
「
自
由
は
土

佐
の
山
間
よ
り
」
に
関
す
る
問
題
な
ど
、
全
部

で
五
つ
の
問
題
が
出
題
さ
れ
ま
し
た
。

　　第
二
展
示
室
を

ま
わ
り
な
が
ら
ク

イ
ズ
に
答
え
ま

す
。「
植
木
枝
盛

の
書
斎
」
や
「
自

由
大
懇
親
会
に
向

う
群
像
」
に
関
す

る
問
題
な
ど
、
こ

ち
ら
も
全
部
で
五

つ
の
問
題
が
出
題

さ
れ
ま
し
た
。

　合
わ
せ
て
一
〇
問
の
民
権
ク
イ
ズ
に
、
常
設

展
示
室
の
展
示
資
料
の
中
か
ら
ヒ
ン
ト
を
探

し
、
答
え
を
考
え
ま
す
。
展
示
室
の
隅
々
ま
で

見
な
が
ら
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て
い
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　　
　

　劇
団
「
笛
の
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
お
芝
居

を
観
て
、
ク
イ
ズ
に
答
え
ま
す
。
明
治
時
代
の

「
自
由
民
権
運
動

大
演
説
会
」
を
再

現
し
た
当
時
さ
な

が
ら
の
お
芝
居
で

す
。
自
由
民
権
を

訴
え
る
弁
士
、
演

説
を
妨
害
す
る
警

察
官
な
ど
が
登
場

し
ま
す
。
劇
団
員

の
皆
さ
ん
の
迫
真
の
演
技
に
、
子
ど
も
た
ち
は

圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
う
ち
聴
衆
の
一
人

と
な
っ
て
、
掛
け
声
を
か
け
た
り
、
拍
手
を
し

た
り
し
て
大
い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　　明
治
時
代
に
起

こ
っ
た
民
権
運
動
に

関
す
る
事
柄
や
民
権

家
が
経
験
し
た
様
々

な
場
面
が
描
か
れ
て

い
る
、
当
時
実
際
に

作
ら
れ
遊
ば
れ
て
い

た
「
民
権
す
ご
ろ
く
」

遊
び
を
体
験
し
ま
し
た
。
振
出
し
の
「
男
女
同

権
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
上
が
り
の
「
国
会
」

を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

　　「高
知
県
民
謡
協

会
」
の
皆
さ
ん
の

三
味
線
の
伴
奏
に

合
わ
せ
て
、
植
木

枝
盛
が
作
詞
し
た

「
民
権
か
ぞ
へ
歌
」

を
歌
い
ま
す
。
最

クイズの答え： 問１、㋒　問２、㋑　問３、㋒

一
つ
と
せ
　
人
の
上
に
は
人
は
な
き
　

権
利
に
か
は
り
が
な
い
か
ら
は
　

こ
の
人
じ
や
も
の

二
つ
と
せ
　
二
つ
と
は
な
い
我
が
命
　

捨
て
て
も
自
由
が
な
い
か
ら
は
　

こ
の
惜
し
み
や
せ
ぬ

三
つ
と
せ
　
民
権
自
由
の
世
の
中
に
　

ま
だ
目
の
さ
め
な
い
人
が
あ
る
　

こ
の
あ
は
れ
さ
よ

四
つ
と
せ
　
世
の
開
け
ゆ
く
其
早
や
さ
　

親
が
子
供
に
教
へ
ら
れ
　

こ
の
気
を
つ
け
よ

五
つ
と
せ
　
五
つ
に
分
れ
し
五
大
州
　

中
に
も
亜
細
亜
は
半
開
か
　

こ
の
恥
か
し
や

中
学
生
が
職
場
体
験
学
習
に

来
て
く
れ
ま
し
た

　当
館
で
は
、
中
高
生
の
職
場
体
験
学
習

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
職
場
体

験
学
習
は
、
市
立
横
浜
中
学
校
の
三
年
生

四
人
で
す
。

　七
月
の
二
日
間
、
館
業
務
の
概
要
説
明

を
受
け
て
館
内
の
施
設
見
学
後
、
総
合
受

付
で
の
来
館
者
サ
ー
ビ
ス
、
展
示
室
の
見

回
り
・
ケ
ー
ス
清
掃
や
収
蔵
庫
の
整
理
な

ど
博
物
館
の
い
ろ
い
ろ
な
業
務
を
体
験
し

ま
し
た
。
お
客
様
の
前
に
出
て
も
ら
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
半
は
裏
方
作
業
。

表
の
展
示
室
か
ら
は
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
、

裏
で
は
地
道
な
作
業
が
あ
り
、
そ
の
積
み

重
ね
が
博
物
館
活
動
を
支
え
て
い
る
こ
と

を
学
ん
で
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　四
人
と
も
自
ら
希
望
し
て
来
て
く
れ
た

だ
け
に
、
業
務
に
取
り
組
む
姿
勢
は
真
剣

で
、
体
験
学
習
終
了
後
に
は
、「
受
付
で

は
、
来
館
者

の
方
に
応
じ

た
対
応
を
す

る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い

ま
し
た
」「
裏

方
が
あ
る
か

ら
、
仕
事
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
分
か

り
ま
し
た
」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　二
日
間
と
い
う
短
い
時
間
で
し
た
が
、

博
物
館
の
仕
事
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
い

機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
こ
の
職
場
体
験
を
き
っ
か
け
に
、
博

物
館
や
学
芸
員
の
仕
事
に
興
味
を
持
ち
、

職
業
選
択
の
一
つ
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
ま
た
、
今
回
の
経
験
を
こ
れ

か
ら
の
学
生
生
活
や
将
来
に
役
立
て
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

受付業務を体験受付業務を体験

展示ケースの清掃

図書の整理作業中

パネル撮影に挑戦

民
権
か
ぞ
へ
歌

（
植
木
枝
盛 

作
）一
部
の
御
紹
介

第2
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

第３
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

第4
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

第5
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

第1
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

初
は
は
ず
か
し
そ
う
に
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち

も
、
民
謡
協
会
の
皆
さ
ん
の
御
指
導
で
、
先
生

方
と
一
緒
に
手
拍
子
を
取
り
な
が
ら
、
元
気
よ

く
歌
い
き
り
ま
し
た
。

　参
加
者
全
員
が
全
て
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

を
通
過
し
た
後
、
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
最
後
に

校
長
先
生
に
講
評
を
い
た
だ
き
、
今
年
の
歴
史

教
室
も
無
事
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
テ

レ
ビ
の
取
材
も
あ
り
、
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
で
歴

史
教
室
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
る
子
ど
も
た
ち
の
楽
し

そ
う
な
表
情
が
印
象
的
で
し
た
。
歴
史
教
室
が

夏
休
み
の
楽
し
い
思
い
出
と
な
り
、
さ
ら
に
は

自
由
民
権
運
動
や
郷
土
の
歴
史
に
興
味
を
持
つ

契
機
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

受付の様子

展示室で説明を聞く子どもたち

開会式

「民権クイズ」に挑戦

「民権かぞへ歌」を合唱 タイムスリップしたような迫力のある演説会「民権すごろく」遊びを体験

夏
休
み
子
ど
も
歴
史
教
室
報
告

夏
休
み
子
ど
も
歴
史
教
室
報
告

 

問
１
　板
垣
退
助
は
岐
阜
で
演
説
し
た

帰
り
に
、
短
刀
を
持
っ
た
人
に
襲
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
と
き
に
言
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
有
名
な
こ
と
ば
は
、
次
の
う
ち
ど
れ
で

し
ょ
う
か
？

 

㋐ 

板
垣
亡
く
し
て
、
自
由
は
あ
り
得
ん

㋑ 

板
垣
死
な
ず
に
、
自
由
は
死
ん
だ

㋒ 

板
垣
死
す
と
も
、
自
由
は
死
せ
ず

　

 

問
２
　明
治
時
代
に
は
、
新
聞
に
政
府

を
批
判
す
る
記
事
を
書
く
と
、
新
聞
を
出

す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
、

高
知
で
も
「
高
知
新
聞
」
と
「
高
知
自
由

新
聞
」
が
発
行
禁
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
こ
と
に
抗
議
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
は
、

何
で
し
ょ
う
か
。

 

㋐ 

新
聞
の
卒
業
式
　㋑ 

新
聞
の
葬
式

㋒ 

新
聞
の
結
婚
式
　
　
　
　

　
　

 

問
３
　展
示
室
の
上
に
た
く
さ
ん
の
絵

が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
風
刺
画
と
い
っ
て
、

当
時
の
世
の
中
を
少
し
か
ら
か
っ
た
よ
う

な
絵
で
す
。
こ
の
風
刺
画
の
作
者
は
誰
で

し
ょ
う
か
。

 

㋐ 

ゴ
ッ
ホ
　㋑ 

ピ
カ
ソ
　㋒ 

ビ
ゴ
ー

出
題
さ
れ
た
ク
イ
ズ
の
一
例
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七
月
二
四
日（
水
）、今
年
で
二
三
回
目
と
な
る

恒
例
の「
夏
休
み
子
ど
も
歴
史
教
室
」を
高
知
市

教
育
研
究
会
社
会
科
部
会
と
の
共
催
に
よ
り
、自

由
民
権
記
念
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、自
由
民
権
運
動
や
郷
土
の
歴
史

を
常
設
展
示
室
の
観
覧
や
ク
イ
ズ
、歌
、劇
な
ど

で
楽
し
く
学
び
、知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
始

め
た
も
の
で
す
。当
日
は
、高
知
市
内
の
小
学
三

年
生
か
ら
中
学
二
年
生
ま
で
の
八
〇
名
が
参
加

し
、大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
運
営
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
高
知
市
教

育
研
究
会
社
会
科
部
会
の
先
生
方
、「
高
知
県
民

謡
協
会
」及
び
劇
団「
笛
の
会
」の
皆
さ
ん
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　夏
休
み
に
入
っ
て
す
ぐ
の
こ
の
日
、
午
前
九

時
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。
朝
早
く
か
ら

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
元
気
な
声
が
飛
び
交

い
、
日
頃
は
静
か
な
記
念
館
も
こ
の
日
ば
か
り

は
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　受
付
を
済
ま
せ
て
民
権
ホ
ー
ル
に
入
る
と
、

班
別
の
座
席
に
座
り
開
会
式
を
待
ち
ま
す
。

館
長
か
ら
の
挨
拶
な
ど
の
開
会
式
の
後
、
当

館
製
作
の
映
像
資
料
「
自
由
民
権
っ
て
何
？
」

を
鑑
賞
し
、
先
生
か
ら
の
説
明
を
し
っ
か
り

聞
い
た
ら
、
い
よ
い
よ
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
の
始

ま
り
で
す
。

　一
〇
班
に
分
か
れ
て
二
班
ず
つ
、
五
つ
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
ま
わ
り
ま
す
。
各

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
の
課
題
を
ク
リ
ア
す
る

と
、
ラ
リ
ー
マ
ッ
プ
に
植
木
枝
盛
な
ど
の
民
権

家
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、

五
種
類
の
民
権
家
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
ら
、
ラ

リ
ー
終
了
で
す
。
各
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　　第
一
展
示
室
を
ま
わ
り
な
が
ら
ク
イ
ズ
に
答

え
ま
す
。
正
面
柱
に
書
い
て
あ
る
「
自
由
は
土

佐
の
山
間
よ
り
」
に
関
す
る
問
題
な
ど
、
全
部

で
五
つ
の
問
題
が
出
題
さ
れ
ま
し
た
。

　　第
二
展
示
室
を

ま
わ
り
な
が
ら
ク

イ
ズ
に
答
え
ま

す
。「
植
木
枝
盛

の
書
斎
」
や
「
自

由
大
懇
親
会
に
向

う
群
像
」
に
関
す

る
問
題
な
ど
、
こ

ち
ら
も
全
部
で
五

つ
の
問
題
が
出
題

さ
れ
ま
し
た
。

　合
わ
せ
て
一
〇
問
の
民
権
ク
イ
ズ
に
、
常
設

展
示
室
の
展
示
資
料
の
中
か
ら
ヒ
ン
ト
を
探

し
、
答
え
を
考
え
ま
す
。
展
示
室
の
隅
々
ま
で

見
な
が
ら
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て
い
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　　
　

　劇
団
「
笛
の
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
お
芝
居

を
観
て
、
ク
イ
ズ
に
答
え
ま
す
。
明
治
時
代
の

「
自
由
民
権
運
動

大
演
説
会
」
を
再

現
し
た
当
時
さ
な

が
ら
の
お
芝
居
で

す
。
自
由
民
権
を

訴
え
る
弁
士
、
演

説
を
妨
害
す
る
警

察
官
な
ど
が
登
場

し
ま
す
。
劇
団
員

の
皆
さ
ん
の
迫
真
の
演
技
に
、
子
ど
も
た
ち
は

圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
う
ち
聴
衆
の
一
人

と
な
っ
て
、
掛
け
声
を
か
け
た
り
、
拍
手
を
し

た
り
し
て
大
い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　　明
治
時
代
に
起

こ
っ
た
民
権
運
動
に

関
す
る
事
柄
や
民
権

家
が
経
験
し
た
様
々

な
場
面
が
描
か
れ
て

い
る
、
当
時
実
際
に

作
ら
れ
遊
ば
れ
て
い

た
「
民
権
す
ご
ろ
く
」

遊
び
を
体
験
し
ま
し
た
。
振
出
し
の
「
男
女
同

権
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
上
が
り
の
「
国
会
」

を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

　　「高
知
県
民
謡
協

会
」
の
皆
さ
ん
の

三
味
線
の
伴
奏
に

合
わ
せ
て
、
植
木

枝
盛
が
作
詞
し
た

「
民
権
か
ぞ
へ
歌
」

を
歌
い
ま
す
。
最

クイズの答え： 問１、㋒　問２、㋑　問３、㋒

一
つ
と
せ
　
人
の
上
に
は
人
は
な
き
　

権
利
に
か
は
り
が
な
い
か
ら
は
　

こ
の
人
じ
や
も
の

二
つ
と
せ
　
二
つ
と
は
な
い
我
が
命
　

捨
て
て
も
自
由
が
な
い
か
ら
は
　

こ
の
惜
し
み
や
せ
ぬ

三
つ
と
せ
　
民
権
自
由
の
世
の
中
に
　

ま
だ
目
の
さ
め
な
い
人
が
あ
る
　

こ
の
あ
は
れ
さ
よ

四
つ
と
せ
　
世
の
開
け
ゆ
く
其
早
や
さ
　

親
が
子
供
に
教
へ
ら
れ
　

こ
の
気
を
つ
け
よ

五
つ
と
せ
　
五
つ
に
分
れ
し
五
大
州
　

中
に
も
亜
細
亜
は
半
開
か
　

こ
の
恥
か
し
や

中
学
生
が
職
場
体
験
学
習
に

来
て
く
れ
ま
し
た

　当
館
で
は
、
中
高
生
の
職
場
体
験
学
習

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
職
場
体

験
学
習
は
、
市
立
横
浜
中
学
校
の
三
年
生

四
人
で
す
。

　七
月
の
二
日
間
、
館
業
務
の
概
要
説
明

を
受
け
て
館
内
の
施
設
見
学
後
、
総
合
受

付
で
の
来
館
者
サ
ー
ビ
ス
、
展
示
室
の
見

回
り
・
ケ
ー
ス
清
掃
や
収
蔵
庫
の
整
理
な

ど
博
物
館
の
い
ろ
い
ろ
な
業
務
を
体
験
し

ま
し
た
。
お
客
様
の
前
に
出
て
も
ら
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
半
は
裏
方
作
業
。

表
の
展
示
室
か
ら
は
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
、

裏
で
は
地
道
な
作
業
が
あ
り
、
そ
の
積
み

重
ね
が
博
物
館
活
動
を
支
え
て
い
る
こ
と

を
学
ん
で
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　四
人
と
も
自
ら
希
望
し
て
来
て
く
れ
た

だ
け
に
、
業
務
に
取
り
組
む
姿
勢
は
真
剣

で
、
体
験
学
習
終
了
後
に
は
、「
受
付
で

は
、
来
館
者

の
方
に
応
じ

た
対
応
を
す

る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い

ま
し
た
」「
裏

方
が
あ
る
か

ら
、
仕
事
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
分
か

り
ま
し
た
」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　二
日
間
と
い
う
短
い
時
間
で
し
た
が
、

博
物
館
の
仕
事
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
い

機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
こ
の
職
場
体
験
を
き
っ
か
け
に
、
博

物
館
や
学
芸
員
の
仕
事
に
興
味
を
持
ち
、

職
業
選
択
の
一
つ
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
ま
た
、
今
回
の
経
験
を
こ
れ

か
ら
の
学
生
生
活
や
将
来
に
役
立
て
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

受付業務を体験受付業務を体験

展示ケースの清掃

図書の整理作業中

パネル撮影に挑戦

民
権
か
ぞ
へ
歌

（
植
木
枝
盛 

作
）一
部
の
御
紹
介

第2
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

第３
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

第4
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

第5
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

第1
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

初
は
は
ず
か
し
そ
う
に
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち

も
、
民
謡
協
会
の
皆
さ
ん
の
御
指
導
で
、
先
生

方
と
一
緒
に
手
拍
子
を
取
り
な
が
ら
、
元
気
よ

く
歌
い
き
り
ま
し
た
。

　参
加
者
全
員
が
全
て
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

を
通
過
し
た
後
、
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
最
後
に

校
長
先
生
に
講
評
を
い
た
だ
き
、
今
年
の
歴
史

教
室
も
無
事
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
テ

レ
ビ
の
取
材
も
あ
り
、
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
で
歴

史
教
室
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
る
子
ど
も
た
ち
の
楽
し

そ
う
な
表
情
が
印
象
的
で
し
た
。
歴
史
教
室
が

夏
休
み
の
楽
し
い
思
い
出
と
な
り
、
さ
ら
に
は

自
由
民
権
運
動
や
郷
土
の
歴
史
に
興
味
を
持
つ

契
機
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

受付の様子

展示室で説明を聞く子どもたち

開会式

「民権クイズ」に挑戦

「民権かぞへ歌」を合唱 タイムスリップしたような迫力のある演説会「民権すごろく」遊びを体験

夏
休
み
子
ど
も
歴
史
教
室
報
告

夏
休
み
子
ど
も
歴
史
教
室
報
告

 

問
１
　板
垣
退
助
は
岐
阜
で
演
説
し
た

帰
り
に
、
短
刀
を
持
っ
た
人
に
襲
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
と
き
に
言
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
有
名
な
こ
と
ば
は
、
次
の
う
ち
ど
れ
で

し
ょ
う
か
？

 

㋐ 

板
垣
亡
く
し
て
、
自
由
は
あ
り
得
ん

㋑ 

板
垣
死
な
ず
に
、
自
由
は
死
ん
だ

㋒ 

板
垣
死
す
と
も
、
自
由
は
死
せ
ず

　

 

問
２
　明
治
時
代
に
は
、
新
聞
に
政
府

を
批
判
す
る
記
事
を
書
く
と
、
新
聞
を
出

す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
、

高
知
で
も
「
高
知
新
聞
」
と
「
高
知
自
由

新
聞
」
が
発
行
禁
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
こ
と
に
抗
議
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
は
、

何
で
し
ょ
う
か
。

 

㋐ 

新
聞
の
卒
業
式
　㋑ 

新
聞
の
葬
式

㋒ 

新
聞
の
結
婚
式
　
　
　
　

　
　

 

問
３
　展
示
室
の
上
に
た
く
さ
ん
の
絵

が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
風
刺
画
と
い
っ
て
、

当
時
の
世
の
中
を
少
し
か
ら
か
っ
た
よ
う

な
絵
で
す
。
こ
の
風
刺
画
の
作
者
は
誰
で

し
ょ
う
か
。

 

㋐ 

ゴ
ッ
ホ
　㋑ 

ピ
カ
ソ
　㋒ 

ビ
ゴ
ー

出
題
さ
れ
た
ク
イ
ズ
の
一
例
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高
知
市
制
一
三
〇
周
年
記
念

　高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
企
画
展

「
町
並
み
と
暮
ら
し
展

   ―

地
図
と
写
真
で
た
ど
る
高
知
市―

」の
御
案
内

◆
期
間
：
開
催
中 

〜 

二
〇
二
〇（
令
和
二
）年
四
月
五
日（
日
）

◆
会
場
：
二
階

　特
別
展
示
室

　

※

常
設
展
観
覧
券
が
必
要

「高知市の産業と暮らし  　＿経済史の視点から」
講　師●宇都宮 千穂氏（高知県立大学准教授）
日　時●令和元年10月26日（土）午後３時～５時
会　場●１階　民権ホール
参加費●無料

　
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
、
自
由
民
権
運

動
の
高
ま
り
の
中
、
市
制
・
町
村
制
に
よ
っ
て

誕
生
し
た
高
知
市
は
、
今
年
で
一
三
〇
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
記
念
し
て
開
催
し

て
い
る
本
展
は
、
高
知
市
の
こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ

み
を
、
町
並
み
と
暮
ら
し
の
移
り
変
わ
り
に
注

目
し
な
が
ら
振
り
返
る
も
の
で
す
。

　
市
制
施
行
時
よ
り
、
上
水
道
の
新
設
な
ど
近

代
都
市
の
条
件
を
整
え
は
じ
め
た
高
知
市
で
す

が
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
の
高
知
大
空

襲
に
よ
り
、
市
街
地
の
約
四
八
％
を
焼
失
す
る

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
翌

年
に
は
昭
和

の
南
海
大
地

震
が
高
知
市

を
襲
い
、人
々

の
暮
ら
し
は

も
ち
ろ
ん
、

市
民
に
親
し

ま
れ
て
い
た

町
並
み
は
一

変
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ

の
後
の
懸
命

な
復
興
作
業

と
、
新
生
高
知
市
を
目
指
し
た
都
市
計
画
に
よ

り
、
現
在
の
高
知
市
へ
と
急
速
に
発
展
し
て
い

き
ま
す
。

　
本
展
で
は
、
戦
前
の
高
知
市
の
町
並
み
や
、

空
襲
直
後
の
市
街
地
、
復
興
が
進
む
様
子
な
ど
、

そ
の
時
々
の
町
並
み
と
暮
ら
し
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
る
地
図
や
写
真
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
高
知
城
や
は
り
ま
や
橋
、
日
曜
市

の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
、
明
治
・
大
正
期
か
ら

現
在
ま
で
の
変
化
を
見
比
べ
る
こ
と
が
で
き
る

「
高
知
市
い
ま
む
か
し
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
当
館
と
し
て
外
せ
な
い
の
が
、
当

館
設
立
の
き
っ
か
け
で
あ
る
市
制
一
〇
〇
周
年

記
念
事
業
で
す
。「
市
制
一
〇
〇
周
年
を
振
り

返
る
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一
九
八
九
（
平
成
元
）

年
、
市
民
が
中
心
と
な
っ

て
、
大
規
模
な
市
民
パ

レ
ー
ド
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

な
ど
、
様
々
に
展
開
さ
れ

た
事
業
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
高
知
市
は
、
岡
本
太

郎
氏
に
市
制
一
〇
〇
周
年

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
「
自
由

な
私
」
を
制
作
し
て
い
た

だ
き
、
そ
の
「
自
由
な
私
」
の
ポ

ス
タ
ー
や
法
被
な
ど
も
展
示
し
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
展
示
期
間
を
前
・
中
・

後
期
に
分
け
て
、
高
知
市
の
昭
和

初
期
の
風
景
が
描
か
れ
た
版
画
「
土

佐
三
十
絵
図
」（
坂
本
義
信
画
）
を

五
点
ず
つ
展
示
し
て
い
ま
す
。
懐

か
し
い
風
景
を
、
当
時
の
雰
囲
気

を
ま
と
っ
た
版

画
で
ぜ
ひ
御
覧

く
だ
さ
い
。

岡本太郎画「自由な私」（当館蔵）

「土佐三十絵図」より「はりまや橋」（当館蔵）

「高知空襲記録写真」より「はりまや橋」（当館蔵）

「鳥瞰式高知市街立体図」（当館蔵）

記念講演会

   

館
長
に
よ
る
講
義

 

　
土
佐
の
自
由
民
権
運
動
に
つ
い
て
、
運
動
の

中
で
生
ま
れ
た
名
文
句
を
通
し
て
、
そ
の
歴
史

を
振
り
返
り
ま
し
た
。

   『
板
垣
退
助
ブ
ッ
ク
』を
使
っ
た

   

授
業
提
案

 

　
当
館
が
作
成
し
た
学
習
用
教
材
『
板
垣
退
助

ブ
ッ
ク
〜
言
論
で
国
を
動
か
そ
う
と
し
た
男

〜
』（
以
下
「
ブ
ッ
ク
」）
を
使
っ
た
授
業
提
案

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ブ
ッ
ク
は
、
郷
土
の
先
人
で
あ
り
、
令

和
二
年
度
よ
り
全
面
施
行
さ
れ
る
新
し
い
小
学

校
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
取

り
上
げ
る
べ
き
人
物
の
一
人
と
さ
れ
て
い
る

「
板
垣
退
助
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
学
習
用
教
材

で
、
平
成
三
〇
年
度
に
作
成
し
、
高
知
市
内
の

小
学
六
年
生
全
員
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
ブ
ッ
ク
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
高
知
市
教
育

研
究
会
社
会（
小
）部
会
か
ら
、三
人
の
会
員（
教

員
）
に
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
教
員
の
視
点
に

よ
る
編
集
を
行
う
と
と
も
に
、
実
際
に
学
校
現

場
で
使
わ
れ
て
い
る
教
科
書
に
対
応
し
た
内
容

と
す
る
こ
と
で
、
可
能
な
限
り
学
校
現
場
で
の

使
い
勝
手
を
向
上
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

今
回
の
講
座
で
、
教
員
の
皆
さ
ん
に
直
接
ブ
ッ

ク
を
使
っ
た
授
業
提
案
を
行
う
こ
と
で
、
ブ
ッ

ク
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
ま

し
た
。

　
本
講
座
で
は
、
ま
ず
、
当
館
が
実
施
し
て
い

る
学
校
教
育
連
携
事
業
が
、
学
習
指
導
要
領
上

の
ど
う
い
っ
た
項
目
に
対
応
し
て
い
る
の
か
を

説
明
し
た
後
、
ブ
ッ
ク
の
特
徴
や
構
成
、
教
科

書
と
の
対
応
の
仕
組
み
等
に
つ
い
て
解
説
を
行

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ブ
ッ
ク
を
使
っ
た
学
習

指
導
案
と
プ
リ
ン
ト
案
を
提
示
し
て
、
実
際
に

ど
う
い
っ
た
授
業
の
仕
方
が
あ
る
の
か
を
具
体

的
に
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
講
座
終
了
後
に
は
、
学
習
指
導
案
の

内
容
や
児
童
へ
の
発
問
の
仕
方
な
ど
、
学
校
現

場
で
実
践
さ
れ
て
い
る
教
員
な
ら
で
は
の
貴
重

な
御
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
作
成
し
た
学
習
指
導
案
や
プ
リ
ン
ト
案

等
は
、
教
員
の
皆
さ
ん
の
御
意
見
も
い
た
だ
き

な
が
ら
、
今
後
も
改
良
を
続
け
て
、
ブ
ッ
ク
と

と
も
に
学
校
現
場
へ
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
自
由
民
権
記
念
館
で
は
、
学
校
と
の
教

育
連
携
事
業
と
し
て
「
小
学
校
教
員
向
け

研
修
講
座
」
以
外
に
も
次
の
よ
う
な
学
習

支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

   

◆
出
前
授
業

 

　
館
長
や
学
芸
員
が
学
校
に
伺
い
ま
す
。

ブ
ッ
ク
や
「
自
由
民
権
っ
て
何
？
」
等
、

当
館
作
成
の
学
習
用
教
材
の
使
用
に
限
ら

ず
、「
自
由
民
権
運
動
」
や
「
板
垣
退
助
」

と
い
っ
た
御
希
望
の
テ
ー
マ
に
応
じ
た
設

定
が
可
能
で
す
。

   

◆
社
会
科
見
学
等
へ
の
対
応

 

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
た
常
設
展
示
解

説
や
民
権
ホ
ー
ル
で
の
映
像
資
料
観
覧
等

で
自
由
民
権
運
動
の
歴
史
を
分
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。
高
校
生
以
下
の
観
覧
料

は
無
料
で
す
（
随
行
の
教
職
員
も
含
む
）。

 

　
ぜ
ひ
、
御
活
用
く
だ
さ
い
。

小
学
校
教
員
向
け
研
修
講
座

令
和
元
年
度

　八
月
二
二
日（
木
）、「
小
学
校
教
員
向
け

研
修
講
座
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　こ
の
講
座
は
、学
校
教
育
連
携
事
業
の
一

環
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。学
校
教
員

を
対
象
に
、自
由
民
権
運
動
に
つ
い
て
学
ん

で
い
た
だ
き
、当
館
を
授
業
や
校
外
活
動
な

  「
自
由
民
権
っ
て
何
？
」

    

映
像
視
聴

　
当
館
の
民
権
座
で
上
映
し
て
い
る
映
像
コ
ン

テ
ン
ツ
三
本
は
、
平
成
二
九
年
度
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
中
の「
自
由
民
権
っ

て
何
？
」
を
視
聴
し
ま
し
た
。
こ
の
映
像
は
、

小
学
生
高
学
年
向
け
に
作
成
し
た
も
の
で
、
小

学
校
の
団
体
観
覧
の
際
に
は
初
め
に
見
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

   

常
設
展
示
の
解
説

 

　
自
由
民
権
運
動
の
歩
み
を
土
佐
の
運
動
を
中

心
に
時
間
の
流
れ
に
沿
っ
て
紹
介
し
、
小
学
校

の
団
体
観
覧
の
際
に
使
用
し
て
い
る
「
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
」
を
使
っ
た
解
説
を
行
い
ま
し
た
。

ど
で
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
少
人
数
に
よ
り
実

施
す
る
こ
と
で
、密
度
の
濃
い
講
座
と
な
り

ま
し
た
。

　研
修
講
座
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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　二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
六
月
一
五
日
に

開
催
し
ま
し
た
、
企
画
展
「
没
後
一
〇
〇
年

板
垣
退
助
の
志
」
記
念
講
演
会
・
第
九
八
回

高
知
近
代
史
研
究
会
報
告
の
講
演
要
旨
を
掲

載
し
ま
す
。

　
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
三
月
、
高
知

県
知
事
に
任
命
さ
れ
た
黒
田
清
隆
の
腹
心
・

時
任
為
基
は
、
着
任
後
、
潮
江
新
田
に
板
垣

退
助
を
訪
ね
た
。
こ
の
異
例
の
訪
問
を
き
っ

か
け
に
、
黒
田
総
理
大
臣
と
板
垣
の
間
に
パ

イ
プ
が
通
じ
る
こ
と
に
な
る
。
板
垣
は
黒
田

内
閣
に
責
任
内
閣
樹
立
の
可
能
性
を
見
、
期

待
を
寄
せ
た
。
一
方
、
元
勲
網
羅
内
閣
を
構

想
し
て
い
た
黒
田
も
、
時
任
を
通
じ
て
板
垣

に
入
閣
を
打
診
し
た
。
板
垣
は
断
り
、
む
し

ろ
大
同
団
結
運
動
の
総
帥
後
藤
象
二
郎
の
入

閣
を
勧
め
た
。

　
し
か
し
、一
八
八
九（
明
治
二
二
）年
三
月
、

後
藤
が
逓
信
大
臣
と
し
て
入
閣
す
る
と
、
大

同
団
結
運
動
は
大
分
裂
。
運
動
の
主
力
を

担
っ
て
い
た
自
由
主
義
者
の
間
で
も
、
河
野

広
中
ら
の
政
社
派
、
大
井
憲
太
郎
ら
の
非
政

社
派
の
対
立
が
先
鋭
化
し
、
政
社
派
は
大
同

倶
楽
部
、
非
政
社
派
は
大
同
協
和
会
を
組
織

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
一
一
月
、
板
垣

は
「
旧
政
友
に
贈
る
の
書
」
を
発
表
し
、「
明

治
一
七
年
の
解
党
は
有
形
の
団
体
を
解
散
し

た
に
過
ぎ
ず
、
自
由
主
義
に
基
づ
く
無
形
の

結
合
は
旧
に
異
な
ら
な
い
。
い
ま
や
厳
然
と

し
て
主
義
を
一
定
し
、
政
党
の
基
礎
を
固
め

る
時
で
あ
る
。
政
社
、
非
政
社
両
派
の
対
立

は
感
情
的
な
も
の
で
、
何
ら
主
義
上
の
問
題

で
は
な
い
。
相
争
い
、
相
決
す
る
と
こ
ろ
が

あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
一
堂
に
会
し
て

正
々
堂
々
の
論
議
を
つ
く
し
、
そ
の
後
に
離

合
去
就
を
定
め
よ
」
と
、
大
阪
で
開
く
旧
友

懇
親
会
へ
の
参
加
を
よ
び
か
け
た
。

　
一
二
月
一
九
日
、
旧
友
懇
親
会
は
四
百
余

名
を
集
め
て
桃
山
産
湯
楼
で
開
催
さ
れ
、
席

上
、
板
垣
は
愛
国
公
党
の
名
に
よ
る
自
由
主

義
者
の
再
結
集
策
を
提
起
し
た
。
し
か
し
、

翌
日
の
大
同
倶
楽
部
臨
時
総
会
は
あ
く
ま
で

も
大
同
倶
楽
部
の
名
称
を
維
持
す
る
こ
と
を

決
議
。
大
井
ら
も
自
由
党
の
再
興
を
め
ざ
す

こ
と
に
な
り
、
板
垣
の
調
停
は
失
敗
に
終
わ

る
。

　
一
八
九
〇（
明
治
二
三
）
年
一
月
二
日
、

板
垣
は
「
愛
国
公
党
論
」
を
発
表
し
、「
愛

国
公
党
は
自
由
主
義
各
派
の
合
同
を
は
か
る

た
め
の
も
の
で
、
一
党
に
ま
と
ま
れ
ば
党
名

に
固
執
し
な
い
」
と
強
調
。
ま
た
「
専
制
政

体
下
の
政
党
と
立
憲
政
体
下
の
政
党
は
異
な

る
。
立
憲
政
体
下
の
政
党
は
主
義
に
基
づ
い

て
綱
領
を
定
め
、
現
実
的
な
政
策
を
も
っ
て

国
会
の
議
事
に
臨
む
べ
き
だ
」
と
説
い
た
。

　
板
垣
が
旧
自
由
党
員
の
三
派
鼎
立
を
も
辞

せ
ず
、
あ
え
て
愛
国
公
党
結
成
に
乗
り
出
し

た
真
意
は
、「
一
個
人
と
一
個
人
の
行
違
い

な
ら
一
個
人
を
も
っ
て
仲
裁
す
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
政
党
と
政
党
と
を
仲
裁
す
る
に
は

ま
た
政
党
を
も
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」

（
関
西
同
志
懇
親
会
の
席
上
演
説
）
と
い
う

点
に
あ
っ
た
。「
軍
略
家
」
板
垣
の
面
目
躍

如
た
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
後
、
自
ら
関
西

地
方
を
中
心
に
精
力
的
な
遊
説
を
行
っ
て
勢

力
を
拡
大
す
る
一
方
、
表
で
は
調
和
青
年
同

盟
会
に
よ
る
三
党
合
同
運
動
、
中
島
信
行
・

竹
内
綱
・
加
藤
平
四
郎
に
よ
る
斡
旋
、
裏
で

は
西
山
志
澄
と
河
野
広
中
が
気
脈
を
通
じ
、

小
林
樟
雄
ら
が
再
興
自
由
党
内
部
へ
働
き
か

け
る
な
ど
、
三
派
合
同
の
た
め
様
々
な
手
が

打
た
れ
た
。
そ
し
て
、
五
月
一
四
日
、
三
派

の
合
同
談
判
委
員
の
協
議
が
整
い
、
庚
寅
倶

楽
部
の
結
成
を
み
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
当
時
、
九
州
連
合
同
志
会
が
改
進
党

も
含
め
た
進
歩
的
大
連
合
の
た
め
の
遊
説
員

を
東
京
に
送
り
込
み
、
徳
富
蘇
峰
が
「
国
民

之
友
」
誌
上
で
賛
成
論
を
書
き
、
各
党
派
が

賛
同
の
意
を
表
明
す
る
な
ど
、
実
現
へ
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
た
。
七
月
一
日
に
行
わ
れ

た
第
一
回
衆
議
院
議
員
選
挙
で
は
、
庚
寅
倶

楽
部
は
元
の
三
派
そ
れ
ぞ
れ
で
戦
い
、結
果
、

改
進
党
を
ふ
く
め
て
民
党
が
多
数
議
席
を
獲

得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
政
府
は
進
歩
的
政

党
の
大
連
合
に
恐
怖
し
、
七
月
二
五
日
「
集

会
及
政
社
法
」
を
公
布
。
政
社
の
連
結
通
信

を
禁
止
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
禍
は
転
じ
て

福
と
な
り
、
各
党
各
派
が
次
々
解
散
、
一
気

に
一
大
政
党
結
成
へ
向
か
う
こ
と
に
な
る
。

八
月
二
三
日
、
庚
寅
倶
楽
部
、
九
州
同
志
会

は
新
政
党
の
主
義
を
「
自
由
主
義
」
に
す
る

こ
と
を
決
定
。
改
進
党
は
反
発
し
て
離
脱
し

た
が
、
九
月
一
五
日
、
自
由
主
義
政
党
と
し

て
立
憲
自
由
党
が
成
立
す
る
。
翌
年
、
立
憲

自
由
党
は
「
立
憲
」
の
文
字
を
除
い
て
「
自

由
党
」
と
改
称
し
、
組
織
を
改
編
し
て
総
理

に
板
垣
を
選
ん
だ
。

　
徳
富
蘇
峰
に
言
わ
せ
る
と
、
わ
が
国
政
治

家
の
多
く
は
「
順
風
に
帆
を
上
げ
、
逆
風
に

帆
を
捲
く
政
治
家
」
ば
か
り
で
、「
一
の
羅

針
盤
を
持
て
逆
風
に
関
せ
ず
順
風
に
関
せ

ず
、
一
定
の
目
的
に
向
て
蒸
気
力
に
鞭
ち
て

突
進
せ
ん
と
す
る
も
の
は
板
垣
伯
を
除
い

て
」
殆
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
苦
心
惨
憺
の
末

に
自
由
主
義
陣
営
を
ま
と
め
上
げ
た
板
垣

は
、
こ
の
後
、
院
外
に
あ
っ
て
自
由
党
を
指

揮
し
、
日
本
に
政
党
と
い
う
も
の
を
定
着
さ

せ
る
た
め
、
さ
ら
に
苦
闘
を
続
け
る
こ
と
に

な
る
。

も
つ

む
か
つ

む
ち
う

資
料
紹
介

◆
坂
本
龍
馬
銅
像
建
設
関
係

　写
真
ア
ル
バ
ム

　
戦
前
よ
り
社
会
運
動
家
と
し
て
活
躍
し
、戦
後

に
は
県
政
顧
問
を
務
め
た
入
交
好
保（
一
九
〇
六

〜
一
九
九
六
）は
、 

後
に
、大
学
教
育
の「
退
屈
」か

ら
生
ま
れ
た
も
の
の
一
つ
が
校
友
会
で
の
演
劇
運

動
で
あ
り
、二
つ
め
は
坂
本
龍
馬
銅
像
建
設
運
動
で

あ
る
と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、龍
馬
像
建
設
の
発
案

者
で
あ
り
、建
設
運
動
の
中
心
人
物
で
も
あ
っ
た
。

　
入
交
の
所
蔵
資
料
は
、二
〇
〇
一（
平
成
一
三
）

年
六
月
、当
館
に
寄
贈（『
紀
要
第
一
一
号
』参
照
）

さ
れ
て
い
る
が
、こ
の
ア
ル
バ
ム
は
、坂
本
龍
馬
銅
像

建
設
の
さ
ま
ざ
ま
な
過
程
を
記
録
し
た
貴
重
資
料

で
あ
る
。当
時
と
し
て
は
日
本
一
の
大
き
さ
と
な
る

銅
像
で
あ
っ
た
た
め
、原
型
を
三
つ
に
分
割
し
、品

川
か
ら
神
戸
ま
で
貨
車
で
輸
送
し
、神
戸
港
か
ら

桂
浜
ま
で
船
で
運
ん
だ
の
で
あ
る
が
、ア
ル
バ
ム
に

は
、募
金
に
参
加
し
た
海
南
中
学
校
生
徒
た
ち
と

の
集
合
写
真
、艀
で
銅
像
の
到
着
を
待
つ
人
々
、銅

像
を
船
か
ら
運
び
出
す
建
設
関
係
者
、地
鎮
祭
や

除
幕
式
の
様
子
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、建
設
ま

で
の
苦
労
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
の
他
、銅
像
建
設
関
係
資
料
で
は
、坂
本
龍
馬

銅
像
建
設
趣
意
書（
大
野
武
夫
起
草
）、高
知
県
連

合
青
年
団
団
報
な
ど
の
原
資
料
が
あ
り
、さ
ら
に

銅
像
建
設
運
動
を
側
面
的
に
支
援
し
た
野
村
茂

久
馬（
銅
像
建
設
会
長
）の
書
簡
二
四
通（
昭
和

一
〇
年
〜
昭
和
三
六
年
）を
は
じ
め
、元
南
満
州
鉄

道
株
式
会
社
総
裁
・
國
沢
新
兵
衛
、侠
客
・
鬼
頭
良

之
介
な
ど
の
書
簡
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　
銅
像
建
設
運
動
は
、入
交
が
、土
居
潔
充
ら
と

と
も
に
発
起
し
、県
下
の
青
年
た
ち
に
新
聞
で
呼

び
か
け
を
行
い
、一
九
二
六（
大
正
一
五
）年
八
月

七
日
、「
坂
本
龍
馬
先
生
銅
像
建
設
会
」を
結
成
し

た
こ
と
に
始
ま
る
。建
設
運
動
の
主
体
で
あ
る「
高

知
県
青
年
」（
名
目
上
は
高
知
県
連
合
青
年
団
）

は
、県
下
各
地
を
ま
わ
っ
て
募
金
活
動
を
行
い
、最

終
的
な
募
金
総
額
は
、二
四
，九
四
六
円
九
三
銭
に

の
ぼって
い
る
。

　
本
山
白
雲
製
作
と
な
る
銅
像
の
除
幕
式
は
、一

九
二
八（
昭
和
三
）年
五
月
二
七
日
の
海
軍
記
念
日

に
、軍
艦
浜
風
乗
組
員
や
朝
倉
歩
兵
第
四
四
連
隊

も
参
加
す
る
な
か
挙
行
さ
れ
た
。田
中
義
一
内
閣

総
理
大
臣
を
は
じ
め
、多
く
の
祝
辞
が
寄
せ
ら
れ

た
が
、な
か
で
も
田
中
光
顕
に
よ
る「
門
下
の
一
人

た
り
し
光
顕
欣
喜
の
情
は
果
し
て
何
を
以
て
か
之

を
譬
へ
ん
。感
涙
の
滂
沱
た
る
を
覚
ゆ
る
の
み…

」と

の
祝
辞
は
、特
に
参
加
者
の
感
涙
を
誘
っ
た
と
い
う
。

　
な
お
入
交
は
、自
筆
の「
銅
像
建
設
日
誌
」の
最

後
に
、「
日
本
改
造
の
為
に
一
命
を
す
て
た
龍
馬
は

遂
に
永
遠
に
生
き
た
。思
想
は
永
遠
の
流
れ
で
あ

る
。敢
て
龍
馬
の
思
想
を
と
は
な
い
。」と
当
時
の
心

境
を
力
強
く
記
し
て
い
る
。

民
権
家
人
物
録北村　浩

（1865～1942）

きたむら　　ひろし

北
村 

浩

　
元
治
二
年
一
月
五
日（
一
八
六
五
年

一
月
三
一
日
）、香
美
郡
立
田
村
永
田

（
現
南
国
市
）で
香
美
郡
民
権
派
の
重

鎮
と
し
て
知
ら
れ
る
北
村
守
之
助
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。

　
一
八
八
〇（
明
治
一
三
）年
、従
姉
の

大
谷
喜
代
衛
と
結
婚
。翌
年
に
は
上
京

し
て
慶
應
義
塾
で
学
ぶ
。帰
県
後
の
一

八
八
三（
明
治
一
六
）年
に
は
、小
学
校

教
員
の
か
た
わ
ら
、佐
竹
右
虎
や
山
本

忠
秀
ら
と
と
も
に
民
権
結
社「
公
友

社
」を
立
田
村
に
組
織
し
、自
由
民
権

運
動
に
参
加
し
た
。一
八
八
七（
明
治

二
〇
）年
の
三
大
事
件
建
白
運
動
で
は
、

「
一
宮
村
組
合
戸
長
在
職
大
名
誉
表

彰
会
」発
起
人
と
な
り
、妻
の
喜
代
衛

と
と
も
に
教
員
免
許
状
効
力
停
止
処

分（
一
八
八
八（
明
治
二
一
）年
一
〇

月
解
除
）を
受
け
た
。ま
た
、一
八
九
〇

（
明
治
二
三
）年
の
第
一
回
総
選
挙
で

は
、植
木
枝
盛
に
随
伴
し
て
各
地
で
遊

説
活
動
を
行
い
、民
権
派
の
勝
利
に
貢

献
し
た
。

　
な
お
、妻
の
喜
代
衛
は
、植
木
枝
盛

の
薫
陶
を
受
け
た
進
歩
的
女
性
の
一

人
で
あ
っ
た
。一
八
八
九（
明
治
二
二
）

年
五
月
に
は
高
知
県
婦
人
会
の
創
立

大
会
で
山
崎
竹
ら
と
と
も
に
演
説
を

行
う
な
ど
、女
性
の
権
利
拡
張
の
た

め
の
活
動
に
努
め
、小
学
校
の
教
員
と

し
て
も
活
躍
し
て
い
た
が
、一
八
九
四

（
明
治
二
七
）年
に
三
一
歳
の
若
さ
で

死
去
し
て
い
る
。

　
他
方
、北
村
は
、慈
善
事
業
に
も
深

く
関
係
し
て
お
り
、一
九
〇
九（
明
治

四
二
）年
、高
知
育
児
会
と
土
佐
慈
善

協
会
と
の
合
併
に
よ
り
高
知
慈
善
協

会
が
誕
生
し
た
時
に
は
理
事
と
な
り
、

一
九
一
一（
明
治
四
四
）年
に
は
副
会

頭
に
就
任
す
る
な
ど
、大
幅
な
体
制
変

革
期
を
向
か
え
た
同
協
会
を
支
え
た
。

ま
た
、高
知
博
愛
園（
高
知
慈
善
協
会

育
児
部
を
改
称
）の
園
母
と
し
て
二
，〇

〇
〇
名
以
上
の
孤
児
を
養
育
し
た
岡

上
菊
榮
を
直
接
ス
カ
ウ
ト
し
た
の
も
他

な
ら
ぬ
北
村
で
あ
り
、そ
の
慧
眼
に
は

確
か
な
も
の
が
あ
っ
た
。

　
晩
年
は
、田
村
立
田
村
信
用
組
合
創

立
に
尽
力
す
る
な
ど
、地
域
の
産
業
振

興
や
教
育
振
興
に
貢
献
し
、一
九
四

二（
昭
和
一
七
）年
四
月
五
日
、七
八

歳
で
死
去
し
た
。

「
没
後
一
〇
〇
年

　板
垣
退
助
の
志
」記
念
講
演
会

第
九
八
回
高
知
近
代
史
研
究
会
報
告

立
憲
自
由
党
の
成
立

立
憲
自
由
党
の
成
立

公
文  

豪（
土
佐
史
談
会
副
会
長
）

浦戸丸から艀に積みかえ
桂浜に向かう木箱入り銅像
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　二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
六
月
一
五
日
に

開
催
し
ま
し
た
、
企
画
展
「
没
後
一
〇
〇
年

板
垣
退
助
の
志
」
記
念
講
演
会
・
第
九
八
回

高
知
近
代
史
研
究
会
報
告
の
講
演
要
旨
を
掲

載
し
ま
す
。

　
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
三
月
、
高
知

県
知
事
に
任
命
さ
れ
た
黒
田
清
隆
の
腹
心
・

時
任
為
基
は
、
着
任
後
、
潮
江
新
田
に
板
垣

退
助
を
訪
ね
た
。
こ
の
異
例
の
訪
問
を
き
っ

か
け
に
、
黒
田
総
理
大
臣
と
板
垣
の
間
に
パ

イ
プ
が
通
じ
る
こ
と
に
な
る
。
板
垣
は
黒
田

内
閣
に
責
任
内
閣
樹
立
の
可
能
性
を
見
、
期

待
を
寄
せ
た
。
一
方
、
元
勲
網
羅
内
閣
を
構

想
し
て
い
た
黒
田
も
、
時
任
を
通
じ
て
板
垣

に
入
閣
を
打
診
し
た
。
板
垣
は
断
り
、
む
し

ろ
大
同
団
結
運
動
の
総
帥
後
藤
象
二
郎
の
入

閣
を
勧
め
た
。

　
し
か
し
、一
八
八
九（
明
治
二
二
）年
三
月
、

後
藤
が
逓
信
大
臣
と
し
て
入
閣
す
る
と
、
大

同
団
結
運
動
は
大
分
裂
。
運
動
の
主
力
を

担
っ
て
い
た
自
由
主
義
者
の
間
で
も
、
河
野

広
中
ら
の
政
社
派
、
大
井
憲
太
郎
ら
の
非
政

社
派
の
対
立
が
先
鋭
化
し
、
政
社
派
は
大
同

倶
楽
部
、
非
政
社
派
は
大
同
協
和
会
を
組
織

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
一
一
月
、
板
垣

は
「
旧
政
友
に
贈
る
の
書
」
を
発
表
し
、「
明

治
一
七
年
の
解
党
は
有
形
の
団
体
を
解
散
し

た
に
過
ぎ
ず
、
自
由
主
義
に
基
づ
く
無
形
の

結
合
は
旧
に
異
な
ら
な
い
。
い
ま
や
厳
然
と

し
て
主
義
を
一
定
し
、
政
党
の
基
礎
を
固
め

る
時
で
あ
る
。
政
社
、
非
政
社
両
派
の
対
立

は
感
情
的
な
も
の
で
、
何
ら
主
義
上
の
問
題

で
は
な
い
。
相
争
い
、
相
決
す
る
と
こ
ろ
が

あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
一
堂
に
会
し
て

正
々
堂
々
の
論
議
を
つ
く
し
、
そ
の
後
に
離

合
去
就
を
定
め
よ
」
と
、
大
阪
で
開
く
旧
友

懇
親
会
へ
の
参
加
を
よ
び
か
け
た
。

　
一
二
月
一
九
日
、
旧
友
懇
親
会
は
四
百
余

名
を
集
め
て
桃
山
産
湯
楼
で
開
催
さ
れ
、
席

上
、
板
垣
は
愛
国
公
党
の
名
に
よ
る
自
由
主

義
者
の
再
結
集
策
を
提
起
し
た
。
し
か
し
、

翌
日
の
大
同
倶
楽
部
臨
時
総
会
は
あ
く
ま
で

も
大
同
倶
楽
部
の
名
称
を
維
持
す
る
こ
と
を

決
議
。
大
井
ら
も
自
由
党
の
再
興
を
め
ざ
す

こ
と
に
な
り
、
板
垣
の
調
停
は
失
敗
に
終
わ

る
。

　
一
八
九
〇（
明
治
二
三
）
年
一
月
二
日
、

板
垣
は
「
愛
国
公
党
論
」
を
発
表
し
、「
愛

国
公
党
は
自
由
主
義
各
派
の
合
同
を
は
か
る

た
め
の
も
の
で
、
一
党
に
ま
と
ま
れ
ば
党
名

に
固
執
し
な
い
」
と
強
調
。
ま
た
「
専
制
政

体
下
の
政
党
と
立
憲
政
体
下
の
政
党
は
異
な

る
。
立
憲
政
体
下
の
政
党
は
主
義
に
基
づ
い

て
綱
領
を
定
め
、
現
実
的
な
政
策
を
も
っ
て

国
会
の
議
事
に
臨
む
べ
き
だ
」
と
説
い
た
。

　
板
垣
が
旧
自
由
党
員
の
三
派
鼎
立
を
も
辞

せ
ず
、
あ
え
て
愛
国
公
党
結
成
に
乗
り
出
し

た
真
意
は
、「
一
個
人
と
一
個
人
の
行
違
い

な
ら
一
個
人
を
も
っ
て
仲
裁
す
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
政
党
と
政
党
と
を
仲
裁
す
る
に
は

ま
た
政
党
を
も
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」

（
関
西
同
志
懇
親
会
の
席
上
演
説
）
と
い
う

点
に
あ
っ
た
。「
軍
略
家
」
板
垣
の
面
目
躍

如
た
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
後
、
自
ら
関
西

地
方
を
中
心
に
精
力
的
な
遊
説
を
行
っ
て
勢

力
を
拡
大
す
る
一
方
、
表
で
は
調
和
青
年
同

盟
会
に
よ
る
三
党
合
同
運
動
、
中
島
信
行
・

竹
内
綱
・
加
藤
平
四
郎
に
よ
る
斡
旋
、
裏
で

は
西
山
志
澄
と
河
野
広
中
が
気
脈
を
通
じ
、

小
林
樟
雄
ら
が
再
興
自
由
党
内
部
へ
働
き
か

け
る
な
ど
、
三
派
合
同
の
た
め
様
々
な
手
が

打
た
れ
た
。
そ
し
て
、
五
月
一
四
日
、
三
派

の
合
同
談
判
委
員
の
協
議
が
整
い
、
庚
寅
倶

楽
部
の
結
成
を
み
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
当
時
、
九
州
連
合
同
志
会
が
改
進
党

も
含
め
た
進
歩
的
大
連
合
の
た
め
の
遊
説
員

を
東
京
に
送
り
込
み
、
徳
富
蘇
峰
が
「
国
民

之
友
」
誌
上
で
賛
成
論
を
書
き
、
各
党
派
が

賛
同
の
意
を
表
明
す
る
な
ど
、
実
現
へ
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
た
。
七
月
一
日
に
行
わ
れ

た
第
一
回
衆
議
院
議
員
選
挙
で
は
、
庚
寅
倶

楽
部
は
元
の
三
派
そ
れ
ぞ
れ
で
戦
い
、結
果
、

改
進
党
を
ふ
く
め
て
民
党
が
多
数
議
席
を
獲

得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
政
府
は
進
歩
的
政

党
の
大
連
合
に
恐
怖
し
、
七
月
二
五
日
「
集

会
及
政
社
法
」
を
公
布
。
政
社
の
連
結
通
信

を
禁
止
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
禍
は
転
じ
て

福
と
な
り
、
各
党
各
派
が
次
々
解
散
、
一
気

に
一
大
政
党
結
成
へ
向
か
う
こ
と
に
な
る
。

八
月
二
三
日
、
庚
寅
倶
楽
部
、
九
州
同
志
会

は
新
政
党
の
主
義
を
「
自
由
主
義
」
に
す
る

こ
と
を
決
定
。
改
進
党
は
反
発
し
て
離
脱
し

た
が
、
九
月
一
五
日
、
自
由
主
義
政
党
と
し

て
立
憲
自
由
党
が
成
立
す
る
。
翌
年
、
立
憲

自
由
党
は
「
立
憲
」
の
文
字
を
除
い
て
「
自

由
党
」
と
改
称
し
、
組
織
を
改
編
し
て
総
理

に
板
垣
を
選
ん
だ
。

　
徳
富
蘇
峰
に
言
わ
せ
る
と
、
わ
が
国
政
治

家
の
多
く
は
「
順
風
に
帆
を
上
げ
、
逆
風
に

帆
を
捲
く
政
治
家
」
ば
か
り
で
、「
一
の
羅

針
盤
を
持
て
逆
風
に
関
せ
ず
順
風
に
関
せ

ず
、
一
定
の
目
的
に
向
て
蒸
気
力
に
鞭
ち
て

突
進
せ
ん
と
す
る
も
の
は
板
垣
伯
を
除
い

て
」
殆
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
苦
心
惨
憺
の
末

に
自
由
主
義
陣
営
を
ま
と
め
上
げ
た
板
垣

は
、
こ
の
後
、
院
外
に
あ
っ
て
自
由
党
を
指

揮
し
、
日
本
に
政
党
と
い
う
も
の
を
定
着
さ

せ
る
た
め
、
さ
ら
に
苦
闘
を
続
け
る
こ
と
に

な
る
。

も
つ

む
か
つ

む
ち
う

資
料
紹
介

◆
坂
本
龍
馬
銅
像
建
設
関
係

　写
真
ア
ル
バ
ム

　
戦
前
よ
り
社
会
運
動
家
と
し
て
活
躍
し
、戦
後

に
は
県
政
顧
問
を
務
め
た
入
交
好
保（
一
九
〇
六

〜
一
九
九
六
）は
、 

後
に
、大
学
教
育
の「
退
屈
」か

ら
生
ま
れ
た
も
の
の
一
つ
が
校
友
会
で
の
演
劇
運

動
で
あ
り
、二
つ
め
は
坂
本
龍
馬
銅
像
建
設
運
動
で

あ
る
と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、龍
馬
像
建
設
の
発
案

者
で
あ
り
、建
設
運
動
の
中
心
人
物
で
も
あ
っ
た
。

　
入
交
の
所
蔵
資
料
は
、二
〇
〇
一（
平
成
一
三
）

年
六
月
、当
館
に
寄
贈（『
紀
要
第
一
一
号
』参
照
）

さ
れ
て
い
る
が
、こ
の
ア
ル
バ
ム
は
、坂
本
龍
馬
銅
像

建
設
の
さ
ま
ざ
ま
な
過
程
を
記
録
し
た
貴
重
資
料

で
あ
る
。当
時
と
し
て
は
日
本
一
の
大
き
さ
と
な
る

銅
像
で
あ
っ
た
た
め
、原
型
を
三
つ
に
分
割
し
、品

川
か
ら
神
戸
ま
で
貨
車
で
輸
送
し
、神
戸
港
か
ら

桂
浜
ま
で
船
で
運
ん
だ
の
で
あ
る
が
、ア
ル
バ
ム
に

は
、募
金
に
参
加
し
た
海
南
中
学
校
生
徒
た
ち
と

の
集
合
写
真
、艀
で
銅
像
の
到
着
を
待
つ
人
々
、銅

像
を
船
か
ら
運
び
出
す
建
設
関
係
者
、地
鎮
祭
や

除
幕
式
の
様
子
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、建
設
ま

で
の
苦
労
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
の
他
、銅
像
建
設
関
係
資
料
で
は
、坂
本
龍
馬

銅
像
建
設
趣
意
書（
大
野
武
夫
起
草
）、高
知
県
連

合
青
年
団
団
報
な
ど
の
原
資
料
が
あ
り
、さ
ら
に

銅
像
建
設
運
動
を
側
面
的
に
支
援
し
た
野
村
茂

久
馬（
銅
像
建
設
会
長
）の
書
簡
二
四
通（
昭
和

一
〇
年
〜
昭
和
三
六
年
）を
は
じ
め
、元
南
満
州
鉄

道
株
式
会
社
総
裁
・
國
沢
新
兵
衛
、侠
客
・
鬼
頭
良

之
介
な
ど
の
書
簡
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　
銅
像
建
設
運
動
は
、入
交
が
、土
居
潔
充
ら
と

と
も
に
発
起
し
、県
下
の
青
年
た
ち
に
新
聞
で
呼

び
か
け
を
行
い
、一
九
二
六（
大
正
一
五
）年
八
月

七
日
、「
坂
本
龍
馬
先
生
銅
像
建
設
会
」を
結
成
し

た
こ
と
に
始
ま
る
。建
設
運
動
の
主
体
で
あ
る「
高

知
県
青
年
」（
名
目
上
は
高
知
県
連
合
青
年
団
）

は
、県
下
各
地
を
ま
わ
っ
て
募
金
活
動
を
行
い
、最

終
的
な
募
金
総
額
は
、二
四
，九
四
六
円
九
三
銭
に

の
ぼって
い
る
。

　
本
山
白
雲
製
作
と
な
る
銅
像
の
除
幕
式
は
、一

九
二
八（
昭
和
三
）年
五
月
二
七
日
の
海
軍
記
念
日

に
、軍
艦
浜
風
乗
組
員
や
朝
倉
歩
兵
第
四
四
連
隊

も
参
加
す
る
な
か
挙
行
さ
れ
た
。田
中
義
一
内
閣

総
理
大
臣
を
は
じ
め
、多
く
の
祝
辞
が
寄
せ
ら
れ

た
が
、な
か
で
も
田
中
光
顕
に
よ
る「
門
下
の
一
人

た
り
し
光
顕
欣
喜
の
情
は
果
し
て
何
を
以
て
か
之

を
譬
へ
ん
。感
涙
の
滂
沱
た
る
を
覚
ゆ
る
の
み…

」と

の
祝
辞
は
、特
に
参
加
者
の
感
涙
を
誘
っ
た
と
い
う
。

　
な
お
入
交
は
、自
筆
の「
銅
像
建
設
日
誌
」の
最

後
に
、「
日
本
改
造
の
為
に
一
命
を
す
て
た
龍
馬
は

遂
に
永
遠
に
生
き
た
。思
想
は
永
遠
の
流
れ
で
あ

る
。敢
て
龍
馬
の
思
想
を
と
は
な
い
。」と
当
時
の
心

境
を
力
強
く
記
し
て
い
る
。

民
権
家
人
物
録北村　浩

（1865～1942）

きたむら　　ひろし

北
村 

浩

　
元
治
二
年
一
月
五
日（
一
八
六
五
年

一
月
三
一
日
）、香
美
郡
立
田
村
永
田

（
現
南
国
市
）で
香
美
郡
民
権
派
の
重

鎮
と
し
て
知
ら
れ
る
北
村
守
之
助
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。

　
一
八
八
〇（
明
治
一
三
）年
、従
姉
の

大
谷
喜
代
衛
と
結
婚
。翌
年
に
は
上
京

し
て
慶
應
義
塾
で
学
ぶ
。帰
県
後
の
一

八
八
三（
明
治
一
六
）年
に
は
、小
学
校

教
員
の
か
た
わ
ら
、佐
竹
右
虎
や
山
本

忠
秀
ら
と
と
も
に
民
権
結
社「
公
友

社
」を
立
田
村
に
組
織
し
、自
由
民
権

運
動
に
参
加
し
た
。一
八
八
七（
明
治

二
〇
）年
の
三
大
事
件
建
白
運
動
で
は
、

「
一
宮
村
組
合
戸
長
在
職
大
名
誉
表

彰
会
」発
起
人
と
な
り
、妻
の
喜
代
衛

と
と
も
に
教
員
免
許
状
効
力
停
止
処

分（
一
八
八
八（
明
治
二
一
）年
一
〇

月
解
除
）を
受
け
た
。ま
た
、一
八
九
〇

（
明
治
二
三
）年
の
第
一
回
総
選
挙
で

は
、植
木
枝
盛
に
随
伴
し
て
各
地
で
遊

説
活
動
を
行
い
、民
権
派
の
勝
利
に
貢

献
し
た
。

　
な
お
、妻
の
喜
代
衛
は
、植
木
枝
盛

の
薫
陶
を
受
け
た
進
歩
的
女
性
の
一

人
で
あ
っ
た
。一
八
八
九（
明
治
二
二
）

年
五
月
に
は
高
知
県
婦
人
会
の
創
立

大
会
で
山
崎
竹
ら
と
と
も
に
演
説
を

行
う
な
ど
、女
性
の
権
利
拡
張
の
た

め
の
活
動
に
努
め
、小
学
校
の
教
員
と

し
て
も
活
躍
し
て
い
た
が
、一
八
九
四

（
明
治
二
七
）年
に
三
一
歳
の
若
さ
で

死
去
し
て
い
る
。

　
他
方
、北
村
は
、慈
善
事
業
に
も
深

く
関
係
し
て
お
り
、一
九
〇
九（
明
治

四
二
）年
、高
知
育
児
会
と
土
佐
慈
善

協
会
と
の
合
併
に
よ
り
高
知
慈
善
協

会
が
誕
生
し
た
時
に
は
理
事
と
な
り
、

一
九
一
一（
明
治
四
四
）年
に
は
副
会

頭
に
就
任
す
る
な
ど
、大
幅
な
体
制
変

革
期
を
向
か
え
た
同
協
会
を
支
え
た
。

ま
た
、高
知
博
愛
園（
高
知
慈
善
協
会

育
児
部
を
改
称
）の
園
母
と
し
て
二
，〇

〇
〇
名
以
上
の
孤
児
を
養
育
し
た
岡

上
菊
榮
を
直
接
ス
カ
ウ
ト
し
た
の
も
他

な
ら
ぬ
北
村
で
あ
り
、そ
の
慧
眼
に
は

確
か
な
も
の
が
あ
っ
た
。

　
晩
年
は
、田
村
立
田
村
信
用
組
合
創

立
に
尽
力
す
る
な
ど
、地
域
の
産
業
振

興
や
教
育
振
興
に
貢
献
し
、一
九
四

二（
昭
和
一
七
）年
四
月
五
日
、七
八

歳
で
死
去
し
た
。

「
没
後
一
〇
〇
年

　板
垣
退
助
の
志
」記
念
講
演
会

第
九
八
回
高
知
近
代
史
研
究
会
報
告

立
憲
自
由
党
の
成
立

立
憲
自
由
党
の
成
立

公
文  

豪（
土
佐
史
談
会
副
会
長
）

浦戸丸から艀に積みかえ
桂浜に向かう木箱入り銅像
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■
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

「
自
由
民
権
」を
ど
う
語
る
か

　
　「自
由
民
権
運
動
」と
は
何
か
？

　
　「自
由
民
権
思
想
」と
は
何
か
？

　
　「民
権
家
」と
は
誰
か
？

　こ
れ
ら
の
問
い
は
、長
き
に
わ
た
り
民
権
研
究
の
根
本

命
題
だ
っ
た
し
、自
由
民
権
記
念
館
・
町
田
市
立
自
由
民

権
資
料
館
に
と
っ
て
も
、永
遠
に
問
い
続
け
る
べ
き
課
題
だ

ろ
う
。

　民
権
研
究
は
、戦
後
歴
史
学
、特
に「
明
治
百
年
」以
降

の
日
本
近
代
史
研
究
に
お
い
て
、特
別
な
立
場
に
あ
っ
た
。

民
権
研
究
は
、明
治
維
新
を
賛
美
し
顕
彰
す
る「
明
治
百

年
」に
対
す
る
、日
本
近
代
史
研
究
者
や
歴
史
教
育
者
ら

の
異
議
・
批
判
の
象
徴
的
存
在
と
し
て
浮
上
し
た
の
で
あ

る
。「
自
由
民
権
百
年
」運
動
は
、そ
の
気
運
が
創
り
出
し

た
。結
果
、各
地
で
掘
り
起
こ
し
が
な
さ
れ
、多
様
な
魅
力

あ
る
運
動
と
そ
の
担
い
手
が
発
見
さ
れ
た
。両
館
と
も
に
、

そ
の
恩
恵
に
預
か
り
運
営
を
し
て
き
た
と
い
う
面
が
多
分

に
あ
る
だ
ろ
う
。

　一
方
、「
自
由
民
権
百
年
」時
点
で
、民
権
研
究
は
、民

衆
史
研
究
や
国
民
国
家
論
の
立
場
か
ら
痛
烈
な
批
判
が

加
え
ら
れ
た
し
、研
究
と
顕
彰
の
間
の
本
質
的
ズ
レ
も
た

び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
。そ
れ
は
、戦
後
歴
史
学（
な
か

で
も「
自
由
民
権
百
年
」に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
民
権
研

究
）の
姿
勢
へ
の
批
判
で
も
あ
る
。そ
し
て
、そ
の
克
服
が
何

度
も
提
唱
、模
索
さ
れ
、現
在
に
至
る
。ま
た
、政
治
史
や

憲
法
史
の
研
究
で
は
、政
府
内
の
立
憲
構
想
・
議
会
構
想

や
そ
の
実
現
に
向
け
た
模
索
に
関
す
る
成
果
も
出
さ
れ
、

立
憲
構
想
・
議
会
構
想
は
、民
権
運
動
の
専
売
特
許
と
の

イ
メ
ー
ジ
は
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　昨
年
の「
明
治
一
五
〇
年
」で
は
各
地
で
記
念
企
画
が

催
さ
れ
、両
館
と
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。「
自
由
民

権
百
年
」を
ど
う
評
価
し
、「
自
由
民
権
一
四
〇
年（
も
し

く
は
一
五
〇
年
）」を
ど
う
表
現
す
る
の
か
、が
両
館
に
課

せ
ら
れ
た
眼
前
に
横
た
わ
る
課
題
だ
ろ
う
。

　「
自
由
民
権
百
年
」運
動
の
成
果
と
し
て
誕
生
し
た
両

館
に
と
っ
て
、開
館
三
〇
年
を
節
目
に
、真
剣
に
こ
の
課
題

に
向
き
合
う
時
期
が
来
て
は
い
な
い
か
。そ
し
て
、刺
激
し

合
え
る
関
係
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
う
。

町
田
市
立
自
由
民
権
資
料
館
学
芸
員

　松
崎  

稔
 JIYU NO TOMOSHIBI

■市制130周年記念企画展 
「町並みと暮らし展
－地図と写真でたどる高知市－」

会場：２階特別展示室
※常設展観覧券が必要

開催中～2020（令和２）年４月５日（日）

◆「兆民忌」
集合場所：高知市筆山上り口（雨天中止）
筆山にある中江家の墓参り

12月13日（金）10:00～ 申込不要

◆「無天忌」
集合場所：高知市小高坂市民会館（雨天中止）
植木枝盛の命日に墓所の清掃と墓参り

１月23日（木）10:00～ 申込不要

申込不要

■博物館講座
講師：岡林登志郎氏
　　 （自由民権記念館友の会会長）
会場：１階研修室

２月16日（日）13:30～

◆第23回民権凧まつり
「土佐凧を揚げよう」
場所：鏡川北岸 トリム公園（雨天中止）

１月４日（土）14:00～ 申込不要

◆友の会第19回「県詞の日」記念講演会
「再考『土佐自由民権運動の特色』」
講師：松岡  僖一氏（前自由民権記念館館長）
会場：１階研修室

10月12日（土）13:30～16:00 申込不要

◆文化財施設の見学会
田中良助旧邸資料館の巻

現地集合　
少雨決行（大雨の場合は、友の会事務局に
お問い合わせください。）

９月28日（土）10:00～ 申込不要

■高知近代史研究会第100回研究会
　企画展「町並みと暮らし展
　－地図と写真でたどる高知市－」
　記念講演会
「高知市の産業と暮らし
　 －経済史の視点から」
講師：宇都宮  千穂氏（高知県立大学准教授）
会場：１階民権ホール

10月26日（土）15:00～17:00 申込不要

■第20回社会科自由研究作品展
会場：１階自由ギャラリー
市内小中学生の社会科に関する
研究作品を展示

１月22日（水）～２月24日（月・振休）

◆史跡めぐり＜本山町・土佐町編＞
案内人：宅間  一之氏（土佐史談会会長）
参加費：4,000円程度（バス代・保険代・
　　　  昼食代など）参加人数により変動
※参加申込みは友の会事務局まで
   （定員25名に達し次第締切り）

12月14日（土）9：00～17：00 要申込

◆第23回民権凧まつり
    「土佐凧を作ろう」
会場：１階自由ギャラリー

12月22日（日）13:30～ 要申込
●ワークショップ●ワークショップ
「万華鏡を作ろう！」

午前の部　10：00～12：00
午後の部　13：00～16：00
会場：１階研修室
定員：各回25人
参加費：400円（材料費込）
午前・午後ともに最後の１時間、子ども
対象の展示解説あり

10月13日（日）・27日（日）
11月４日（月・振休）
12月14日（土）
１月25日（土）
３月８日（日）・21日（土）

申込
不要

友の会よりお知らせ 会場使用料変更のお知らせ
「クリアファイル」に新柄が加わりました
　クリアファイルは、これまで２種類
の図柄（「板垣退助」「織田信福」
肖像写真）のみでしたが、この度
「植木枝盛」肖像写真が仲間入
り。さらに、高知県詞「自由は土佐
の山間より」とともに、板垣退助
等土佐の自由民権家たちがキャ
ラクター風に描かれたクリアファ
イルが加わりました。
　御来館の記念に、ぜひどうぞ。
価格は１枚300円（税込）

令和元年10月から消費税率が８％から10％となることに伴い、
自由民権記念館の会場使用料が下表のとおり変更になります。
（＊観覧料は変更ありません）
皆様の御理解・御協力をお願いいたします。

AM9：00～
AM12：00
PM1：00～
PM5：00 
PM6：00～
PM9：00 

全　　 日

6,740円

8,980円

6,740円

20,220円

3,870円

5,160円

3,870円

11,610円

2,850円

3,800円

2,850円

8,570円

10,260円

13,680円

10,260円

30,800円

3,950円

5,280円

3,950円

11,870円

33,070円
以内で
指定管理
者が定め
る額

研修室民  権
ホール

自由ギャラリー

全室
分割使用時

西室 東室

※入場料、会費等を徴収する場合の使用料は倍額となります。

アトリウム
庭 園
そ の 他
の 施 設時間

施設名

□ 「没後100年 板垣退助の志」記念講演会・
　　第98回高知近代史研究会報告
　 「立憲自由党の成立」
□ 企画展「町並みと暮らし展
　 －地図と写真でたどる高知市－」
□ 夏休み子ども歴史教室報告
□ 小学校教員向け研修講座

「土佐三十絵図」より「
日曜市」（当館蔵）

明治10年代の日曜市（『高知市史 中巻』より） 昭和30年代の日曜市（高知市産業政策課提供） 現在の日曜市（高知市産業政策課提供）


